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数 字 で 見 る 福 岡 大 学

福岡大学

福岡大学から福岡の都心・天神までの距離は約8ｋｍ。徒歩

では1時間40分かかる計算です。（1分間に約80ｍ歩くとして）。

実際にはもっとかかる感じですね。バスなら天神協和ビル

バス停から福大前まで35分。車やタクシーなら平均20分。

広大なキャンパスを有し、周辺環境も豊かな自然に恵まれた

福岡大学ですが、都心への距離が「ちょっと…」と考えてい

る在学生もいるのでは。そこでうれしいニュース。

来年2月3日に地下鉄3号線「七隈線」がいよいよ開通します。

新しい天神駅から福大前駅まで約16分！駅を降りると、

目の前がキャンパスです。また平成18年には外環状道路・

高速5号線が開通予定で福岡大学への行き来はますます

便利になります。約8ｋｍという数字が変わることはありま

せんが、気分的には、とても短くなりそうです。通学できる地

域も拡大しますね。

人に優しい情報環境の
実現を目指して

◎サクセスへ　福大OBに聞く

◎FD.NEWS

◎FD.EYE

父母懇談会・オープンキャンパス レポート

◎研究最前線

安価な肺サーファクタントの開発
高電圧・電気エネルギー環境対応技術に関する研究

国際交流

◎6つのサポートセンター

言語教育研究センター
国際センター 編

◎キャンパスライフ特集  薬草園

◎あの日・あの時  キャンパスがいちばん熱い日、学園祭！

五輪選手 佐藤 麻衣子さん



FDは、このキャンパスで在学生の皆さん一人ひとりが、美しく素敵な夢（FINE DREAM）を育んでくれるように
との願いを込めるとともに、あわせてFUKUOKA DAIGAKUの頭文字を構成し、愛称として名付けられています。

《研究最前線》
 安価な肺サーファクタントの開発（理学部・医学部）
 高電圧・電気エネルギー環境対応技術に関する研究（工学部）

◎6つのサポートセンター

言語教育研究センター・国際センター編

◎あの日・あの時　キャンパスがいちばん熱い日、学園祭！

◎キャンパスライフ特集

薬草園

◎ななくま通信

◎夢にチャレンジ　OB・OGメッセージ／在学生体験談　

《FD. EYE》 

一度目はひたむきに、 
二度目はまっすぐに。 

私のターニングポイント

《FD. NEWS》
 父母懇談会・オープンキャンパス レポート

五輪選手（ヨット競技） 佐藤 麻衣子さん

◎Fukuoka University Information
　ヒューマンディベロップメントセンター・健康管理センター

人に優しい情報環境の実現を目指して

《サクセスへ～福大OBに聞く》

特色ある教育　経済学部・医学部

福岡大学決算2004レポート

国際交流

◎福岡大学創立70周年・薬学部開設45周年記念 薬学部棟建設募金  

寄付申込者ご芳名一覧 第5回 

－父母懇談会・オープンキャンパス レポート

－五輪選手 佐藤 麻衣子さん

－国際交流

－キャンパスライフ

このマークは、大学基準
協会が大学基準に適合
していると認定した大学
に対して与えるものです。

表紙の写真は、当時講義で使用され
ていた蓄音機。SPというレコード盤
の音楽が学生たちの大きな楽しみ
だった。針先の振動が奏でる音色
に心を昂ぶらせつつ、彼らは戦後
日本の飛躍を夢み、やがてその支
柱として躍動していくのである。

　昭和24年3月25日、福岡商科大学の設立が

認可された。福岡経済専門学校と福岡外事

専門学校が合併したのである。福岡商大の

初代学長には福岡経済専門学校校長であった

花田大五郎が就任した。初の入学式は7月5日、

七隈学舎講堂で学生300人、教職員・ご父母など

が多数出席して挙行された。昭和25年4月には、

短期大学部（一部・二部）が開校した。短期

大学二部は、昼間働かねばならない若者たち

の向学心を支援するもので、その歴史は昭和

33年に幕を閉じるが、精神は現在の商学部

第二部に脈々と受け継がれている。

　こうして福岡大学に繋がるマグマは生まれた。

それが大いなる躍進を開始するのは昭和31年、

「もはや戦後ではない」と経済白書が謳った

年である。 写真：福岡大学大学史資料室

▲当時の七隈学舎の大階段教室
　現在、福岡大学第二応援歌として歌われている
「遥かにおこる背振嶺の～」は、福岡商大の
校歌であった。
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全
学
的
情
報
化
へ
の
取
り
組
み

専門：交通経済論・交通政策論
平成3年から 5年 第二部主事
平成5年から 11年 商学部長（3期）
平成11年から 15年 商学研究科長（2期）
平成13年から 15年 エクステンションセンター長
平成15年12月から 副学長

福岡大学情報化基本構想の実現に向けて

　
本
学
で
は
、２１
世
紀
の
新
し
い
大
学
像
を
求
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
視

点
か
ら
大
学
改
革
の
模
索
と
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
が
、こ
れ
ら
の

改
革
を
支
え
推
進
す
る
基
盤
と
し
て
、情
報
化
の
重
要
性
は
ま
す

ま
す
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、

理
想
的
な
情
報
化
を
全
学
的
見
地
か
ら
効
率
的
に
実
現
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、平
成
１４
年
度
末
に
情
報
化
の
基
本
理
念
を
策
定

し
、平
成
１５
年
度
に
は
基
本
理
念
に
基
づ
い
た
情
報
化
基
本
構
想
と

中
長
期
の
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
学
校
法
人
福
岡
大
学
の
情
報
化
に
お
け
る
三
つ
の
基
本
理
念
と

五
つ
の
指
針
を
示
し
ま
す
。

情
報
化
の
基
本
理
念

情報化推進委員会　議長

（商学部）
副学長  衛藤 卓也教授

情
報
化
基
本
構
想

●
学
生
教
育
・
生
活
支
援
分
野

●
情
報
公
開
・
広
報
分
野

●
研
究
分
野

三
つ
の
基
本
理
念

五
つ
の
指

針

情
報
の
蓄
積
と
共
有
に
よ
り
、人
間
性
豊
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス・コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
形
成
し
ま
す
。

―
大
学
構
成
員
の
す
べ
て
が
情
報
化
の
恩
恵
を
享
受
で
き
る
魅
力

あ
る
大
学
づ
く
り
―

1.
利
用
者（
学
生
、患
者
お
よ
び
大
学
全
職
員
）の
立
場
に
た
っ
た
シ
ス

テ
ム
構
築
を
行
い
、ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
つ
利
用
者（
学
外
を
含
む
）

に
対
し
て
も
十
分
な
配
慮
を
行
い
ま
す
。

1.
学
生
を
含
む
本
学
構
成
員
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
と
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

社
会
に
お
け
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意
識
の
浸
透
を
図
り
ま
す
。

2.
急
速
な
社
会
的
・
技
術
的
変
化
に
対
応
し
、全
学
的
に
統
合
化
さ
れ

た
効
率
的
な
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
と
再
構
築
を
、財
政
面
を
含
め

て
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

3.

適
切
な
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
活
用
と
、情
報
化
に
必
要
な
学
内
の

人
的
資
源
の
養
成
・
確
保
を
図
り
ま
す
。

4.
情
報
化
の
進
展
に
対
応
し
た
学
内
の
業
務
改
善
や
組
織
改
革
を
積

極
果
敢
に
行
い
ま
す
。

5.

情
報
の
活
用
と
、情
報
伝
達
の
高
速
化
に
よ
り
、本
学
の
教
育
・
研
究
・

医
療
お
よ
び
法
人
運
営
の
効
率
化
と
高
速
化
・
充
実
を
図
り
ま
す
。

―
正
確
で
整
理
さ
れ
た
情
報
を
、必
要
な
人
が
必
要
な
時
に
迅
速

に
利
用
で
き
る
情
報
環
境
の
実
現
―

2.
学
外
へ
の
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
い
、本
学
の
さ
ら
な
る
社
会
的

価
値
を
創
造
し
ま
す
。

―
学
外
へ
の
多
彩
な
情
報
発
信
と
広
報
の
充
実
、お
よ
び
学
外
と

の
多
様
な
連
携
の
推
進
に
よ
る
地
域
社
会
へ
の
貢
献
―

3.

　
情
報
化
基
本
構
想
は
、学
生
教
育
・
生
活
支
援
、研
究
、情
報
公

開
・
広
報
、大
学
運
営
及
び
管
理
業
務
、情
報
基
盤
、医
療
の
6
分

野
に
お
い
て
一
年
間
検
討
を
繰
り
返
し
て
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
福
岡

大
学
が
目
指
す
情
報
化
の
イ
メ
ー
ジ
を
示
し
ま
す
。

　
イ
メ
ー
ジ
図
に
も
あ
る
よ
う
に
、入
学
か
ら
卒
業
ま
で
一
人
ひ
と

り
の
学
生
の
個
性
を
見
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
合
っ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
サ
ー
ビ
ス
を
教
職
員
一
体
と
な
っ
て
支
援
す
る
エ
ン
ロ
ー
ル
メ
ン

ト
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
現
と
学
生
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
基
本
構
想
の

第
一
目
標
で
す
が
、同
時
に
大
学
全
体
と
し
て
の
効
率
化
を
実
現
し

て
、福
岡
大
学
の
競
争
力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
6
つ
の
分
野
ご
と
に
基
本
構
想
の
概
要
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

●
情
報
基
盤
分
野

●
大
学
運
営
お
よ
び
管
理
業
務
分
野

●
医
療
分
野

・
財
務
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ
り
、予
算
残
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な

確
認
、部
門
別
・
目
的
別
な
ど
多
様
な
切
り
口
で
の
財
務
情
報
分

析
や
、研
究
者
側
で
の
的
確
か
つ
容
易
な
研
究
資
金
の
管
理
と
手

続
き
を
実
現
し
ま
す
。

・
各
種
履
歴
情
報
を
保
有
し
、人
材
の
適
正
配
置
・
活
用
が
で
き

る
よ
う
な
人
事
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
行
い
ま
す
。

・
経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ
り
、大
学
経
営
や
運
営
に
必

要
な
情
報
を
多
面
的
な
切
り
口（
財
務
、教
育
、研
究
な
ど
）で

蓄
積
・
分
析
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

・
先
進
的
な
教
育
設
備
の
充
実
を
行
い
、教
育
力
の
向
上
を
行
い
ま
す
。

・
時
代
や
社
会
の
要
請
に
対
応
し
た
情
報
化
の
整
備（
イ
ン
フ
ラ

整
備
）を
推
進
す
る
た
め
に
、総
合
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
や
そ
の

他
の
関
連
部
署
を
含
め
た
組
織
体
制
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

・
統
合
認
証
基
盤
に
よ
る
ユ
ー
ザ
情
報
・パ
ス
ワ
ー
ド
情
報
の
一
括

管
理
を
行
い
、情
報
シ
ス
テ
ム
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

・
福
岡
大
学
病
院
お
よ
び
福
岡
大
学
筑
紫
病
院
で
は
、電
子
カ
ル
テ
、

画
像
情
報
シ
ス
テ
ム
、地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
導
入
を

行
い
、両
病
院
の
連
携
に
よ
り
患
者
中
心
の
地
域
完
結
型
の
医

療
シ
ス
テ
ム
を
実
現
し
、地
域
中
核
病
院
と
し
て
の
社
会
的
責

務
を
果
た
し
ま
す
。

　
す
べ
て
の
シ
ス
テ
ム
で
は
デ
ー
タ
の
発
生
源
入
力
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、シ
ラ
バ
ス
作
成
や
成
績
管
理
業
務
、決
裁
業
務
の
迅
速
化
お

よ
び
各
種
情
報
の
時
差
の
な
い
反
映
・
活
用
を
実
現
し
ま
す
。こ
れ

に
よ
り
大
学
全
体
の
業
務
の
効
率
化
・
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
り
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、こ
れ
ら
の
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、情
報
シ
ス

テ
ム
の
整
備
だ
け
で
は
不
十
分
で
、組
織
や
業
務
の
見
直
し
が
必
要

に
な
り
ま
す
。「
無
駄
な
業
務
を
省
き
、本
来
や
る
べ
き
業
務
に
専

念
で
き
る
環
境
を
作
る
」こ
と
で
福
岡
大
学
の
優
位
性
を
確
立
し

て
い
き
ま
す
。

・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
学
生
中
心
の
サ
ー
ビ
ス
環
境
を
実

現
し
ま
す
。

・
学
生
ポ
ー
タ
ル
運
用
に
よ
る
学
生
へ
の
情
報（
施
設
管
理
、学
費
、

奨
学
金
、就
職
な
ど
）配
信
の
迅
速
化
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、連

絡
漏
れ
の
防
止
や
手
間
の
削
減
を
行
い
ま
す
。

・
学
生
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
に
よ
る
鮮
度
の
高
い
統
合
化
さ

れ
た
学
生
情
報
の
管
理
、お
よ
び
学
生
一
人
ひ
と
り
の
き
め
細

か
な
指
導
を
実
現
し
ま
す
。

・
電
子
図
書
館
機
能
の
強
化（
全
文
検
索
、多
言
語
検
索
、Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ

機
能
な
ど
）と
、学
内
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
携
機
能
の
強
化
に
よ
り
、学

生
サ
ー
ビ
ス
環
境
の
強
化
、生
涯
教
育
や
社
会
教
育
の
要
請
に
応
え

る
サ
ー
ビ
ス
機
能
な
ど
、利
用
者
主
体
の
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
ま
す
。

・
学
術
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
に
よ
り
、学
内
コ
ン
テ
ン
ツ
の
イ

ン
デ
ッ
ク
ス
化
、学
術
資
料
の
電
子
化
を
促
進
し
、広
報
的
対
応

の
迅
速
化
に
よ
る
産
学
連
携
を
推
進
し
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
研

究
者
に
研
究
の
社
会
的
意
義
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
と
と
も

に
研
究
の
質
的
向
上
を
支
援
し
ま
す
。

・
情
報
の
統
合
化
・
共
有
化（
電
子
メ
ー
ル
お
よ
び
掲
示
板
に
よ
る

連
絡
、電
子
文
書
ラ
イ
ブ
ラ
リ
の
導
入
）は
、業
務
効
率
向
上
や

各
種
方
針
・
施
策
の
周
知
の
ス
ピ
ー
ド
化
、ペ
ー
パ
レ
ス
の
実
現
を

可
能
と
し
ま
す
。さ
ら
に
、各
部
署
で
埋
も
れ
て
い
た
貴
重
な
情

報
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
化
に
よ
り
情
報
の
共
有
化
を
支
援
し
ま
す
。

・
各
種
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
基
本
、記
載
内
容
、著
作
権
、ア
ク
セ
シ
ビ

リ
テ
ィ
）を
策
定
し
、そ
れ
に
沿
っ
た
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
善

を
行
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
広
報
的
効
果
を
最
大
化
し
、大
学

ブ
ラ
ン
ド
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

・
志
願
者
、卒
業
生
、企
業
、地
域
社
会
へ
の
積
極
的
な
情
報
公
開

を
行
い
、地
域
発
展
の
貢
献
や
大
学
の
地
位
・
発
言
力
を
向
上

さ
せ
ま
す
。

卒業生

学生保護者

志願者

企業

社会人・
地域社会

福岡大学

福岡大学の良さを認
識していただけるような
情報提供を図ります。

卒業生に愛される大学を
目指します。

産学連携に関する的確
な情報を提供します。

地域発展への貢
献、大学活用のた
めの情報提供を行
います。また、患者
中心の地域完結型
の医療を実現します。

エンロールメント・マネジメントの実現と
学生へのサービスを向上

担当教員とのコミュニ
ケーションの可能性を
広げます。

多様化する手
続きの簡素化
や窓口の一元
化により学生
の利便性とサ
ービスの向上
を図ります。

学内情報・講義出
欠・単位取得情報・
修学指導情報など、
保護者の
ニーズに応
えた情報
展開を行
います。
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前期追試験（4日～8日）

前期追試験成績発表（25日～29日）

アジア圏協定校研修生受け入れ（18日～29日）
（中国・中国〔台湾〕・韓国・インドネシア・
ネパール）

学園祭
　七隈祭
　（31日、11月2日～6日）

ホームカミングデー（3日）

学園祭
　雅祭（4日～6日）

交換留学生募集（英国・米国・仏国・ブラジル）

九州地区大学体育大会冬季大会（大分・宮崎）

交通安全セミナー

看護専門学校入試（18日）

冬季休業開始（25日）

事務休業（28日～1月4日）

冬季休業終了（5日）

後期授業再開（6日）

後期授業終了（13日）

後期定期試験（17日～27日）

学部留学生入試（2日）

一般入試・前期日程（本学・地方 4日～12日）

成績発表（4年次以上　他）

医師国家試験（19日～21日）

一次学士合格者発表

大学院春季入試（20日・22日～25日）

交換留学生派遣
（中国・中国〔台湾〕・韓国）

海外研修生派遣（米国・豪州）

10月  3日（日）
11月  4日（木）
  　

　     6日（土）

前夜祭（於 club VIBE）
ステージ企画、特別企画、バザー、模擬店、展
示発表などの催しを開始
－6日（土）まで
後夜祭

●テーマ「GALAXY」

第49回　七隈祭

第6回　雅　祭

11月  3日（水）展示発表、身体測定、心理テスト、講演会、ラ
イブ、模擬店などの催しを開始
－6日（土）まで

●テーマ「ぼくたちが伝えたいこと」

第24回　医学祭

第29回　楓　祭

10月31日（日）
11月  １日（月）
  　    2日（火）講演会：江原芙美子 氏　午前11時～午後0時30分

テーマ：シンプルさの中に“私らしさ”の香るメイク＆ヘアー
－附属看護専門学校第2教室

●テーマ「Love & Peace」

10月31日（日）
11月  2日（火）
　     3日（水）

　     6日（土）

市中パレード
前夜祭（於 Zepp Fukuoka）SNAIL RAMP
展示発表、ステージ企画、模擬店などの催しを開始
－6日（土）まで
講演会：吉沢悠 氏
後夜祭

●テーマ「＋ONE」

いよいよ10月3日から、学園祭が始まる！ 
七隈祭・医学祭・雅祭・楓祭、 

総合大学ならではの多彩な催しがもうすぐ！ 
さあ、みんなで参加しよう、 

みんなで熱く、思い出をつくろう！ 

福岡大学情報化基本構想の実現に向けて

学
生
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
す
る

シ
ス
テ
ム
の
概
略

実
施
計
画
の
概
要

●
図
書
館
シ
ス
テ
ム

●
教
育
研
究
シ
ス
テ
ム

●
学
生
教
育
・
生
活
支
援
シ
ス
テ
ム

　
基
本
構
想
は
既
存
シ
ス
テ
ム
の
更
新
も
含
め
て
全
体
で
15
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、本
年
７
月
か
ら
構
築
に
向
け
た

計
画
の
実
施
に
入
っ
て
い
ま
す
。
15
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
概
略
を
下
記
に
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、学
生
教
育
・
生
活
支
援
シ
ス
テ
ム
、

図
書
館
シ
ス
テ
ム
、教
育
研
究
シ
ス
テ
ム
は
学
生
の
皆
さ
ん
が
直
接

利
用
す
る
こ
と
に
な
る
も
の
で
す
。

　
学
生
教
育
・
生
活
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、エ
ン
ロ
ー
ル
メ
ン
ト
・マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
実
現
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
群
で
構
成
さ
れ
ま
す
。学
生

一
人
ひ
と
り
に
直
接
関
係
の
あ
る
情
報
だ
け
を
提
供
で
き
る
電
子

掲
示
板
機
能
や
半
期
ご
と
の
履
修
科
目
登
録
制
度
を
可
能
に
す

る
W
e
b
履
修
登
録
機
能
、各
種
申
請
の
手
続
き
を
簡
素
化
す
る

電
子
申
請
機
能
な
ど
を
実
現
し
ま
す
。
保
護
者
の
皆
さ
ま
は
家

庭
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
ご
子
女
の
単
位
取
得
状
況
や
出

席
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
新
シ
ス

テ
ム
は
、平
成
１７
年
１２
月
に
稼
働
予
定
の
就
職
シ
ス
テ
ム
か
ら
始
ま

り
、平
成
２０
年
３
月
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　
学
内
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
中
心
と
し
た
シ
ス
テ
ム
で
す
。
学
内
で

学
生
の
皆
さ
ん
が
利
用
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
台
数
の
増
強
、パ
ソ
コ
ン
教

室
に
お
け
る
教
育
シ
ス
テ
ム
の
改
善
な
ど
を
行
い
ま
す
。
新
シ
ス
テ

ム
は
平
成
１７
年
９
月
に
稼
働
し
ま
す
。

　
従
来
か
ら
の
図
書
館
機
能
に
加
え
て
電
子
図
書
館
機
能
を
強

化
し
ま
す
。新
シ
ス
テ
ム
は
平
成
１７
年
９
月
に
稼
働
し
ま
す
。

　
次
号
か
ら
3
回
に
分
け
て
、こ
れ
ら
の
3
つ
の
シ
ス
テ
ム
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、今
回
紹
介
し
た
情
報
化
基
本
構
想
の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
解
説
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
現
在
作
成
し

て
い
ま
す
。こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
完
成
次
第
、皆
さ
ん
に
も
配
付
し
ま
す
。

情報化推進体制

学術情報ＤＢ

図書システム

財務システム

人事給与
人事情報システム

経営情報システム

情報共有

情報公開

統合認証基盤

教育研究システム
情
報
基
盤

情
報
公
開
・
広
報

GW改訂

研
究

大
学
運
営
お
よ
び
管
理
業
務

学
生
教
育
・
生
活
支
援

医
　
療

情報関連諸規定

学生生活分野・学費

Web履修登録

履修・成績

共通・学籍・就職系

情報関連規程整備

福岡大学病院

各病院間共通カルテで地域連携システム稼働

画像システム稼働

電子カルテシステム稼働

Web履修システム稼働

履修・成績等サブシステム稼働

Web（一次）
システム稼働

学生生活分野・学費等サブシステム稼働

共通・学籍・就職系サブシステム稼働

放射線情報・診療ＤＷＨ・経営管理等システム稼働

福岡大学病院連携システム稼働

福岡大学筑紫病院

全機能稼働

教員情報二次システム稼働

職員情報二次システム稼働教職員情報一次システム稼働

予算申請・編成
本番稼働

一次システム稼働 二次システム稼働

新図書館システム稼働

学術情報DB稼働

新公式ホームページ公開

新グループウェア稼働

マニュアル、履修要項等ペーパーレス化の検討と実施

新教育研究システム稼働

統合認証システム稼働

人事給与システム本番稼働

三次システム稼働

組織体制整備

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
2004年（H16年） 2005年（H17年） 2006年（H18年） 2007年（H19年） 2008年（H20年）

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10
2013年（H25年）2012年（H24年）2011年（H23年）2010年（H22年）2009年（H21年）

第㈽期・総合医療情報システム稼働

文化の部（バザー、研究発表など）

［ジョンロバート・パワーズ福岡校講師（本校ボストン）］

附属看護専門学校 

商学部第二部

～変わりゆく医療の中で～

福岡市西南部・地域医療連携システム

電子カルテ・医事会計システム稼働

看護支援・給食・臨床検査・病歴管理システム稼働

第㈼期・総合医療情報システム稼働

12月

1月

2月

10月

11月



夢
を
大
き
く
ふ
く
ら
ま
せ 

来
春
に
再
び
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
！

オープンキャンパス
レポート

　
父
母
懇
談
会
は
本
学
の
教
学
指
針
で
あ
る
「
全
人

教
育
」
と
い
う
点
に
お
い
て
も
極
め
て
有
意
義
な
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
全
人
教
育
と
は
、ソ
ク
ラ
テ
ス
と

そ
の
子
弟
た
ち
の
よ
う
な
少
人
数
教
育
＝
対
話
を

重
視
し
た
教
育
が
理
想
で
す
。
少
人
数
教
育
は
本
学

で
も
各
学
部
学
科
に
お
い
て
重
視
し
て
い
ま
す
が
、父

母
懇
談
会
は
主
に
学
生
の
父
母
を
対
象
と
し
た
「
対

話
」
の
集
い
と
し
て
、「
全
人
教
育
」
の
一
環
と
い
う
意

味
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
大
学
の
全
体
像

を
伝
え
、大
学
に
対
し
て
意
見
を
い
た
だ
く
。そ
れ
が
、

学
生
諸
君
の
教
育
に
も
反
映
さ
れ
て
い
く
わ
け
で
す
。

ま
た
懇
談
会
を
「
情
報
開
示
」
の
場
と
し
て
、広
く

地
域
の
人
々
に
も
開
放
し
ご
意
見
を
い
た
だ
く
と
い

う
プ
ラ
ン
も
検
討
中
で
す
。

　
来
年
度
か
ら
は
北
九
州
市
に
お
い
て
も
開
催
す
る

な
ど
、充
実
と
改
善
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。ご
父
母
の

皆
さ
ま
、こ
の
懇
談
会
に
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。 

　
8
月
7
日
、本
学
の「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前

10
時
の
ス
タ
ー
ト
と
と
も
に
、多
く
の

高
校
生
た
ち
が
希
望
の
学
部
説
明

会
や
個
別
相
談
会
へ
。ま
た
、大
学
の

授
業
を
体
験
す
る
模
擬
講
義
や
理

系
学
部
で
の
公
開
実
験
・
施
設
見
学

な
ど
に
も
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。在

学
生
が
案
内
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
や

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
大

人
気
で
、ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
は
学
食
や

ス
カ
イ
ラ
ウ
ン
ジ
で
「
福
大
生
気
分
」

を
味
わ
う
高
校
生
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

大
学
生
活
を
体
験
し
た
皆
さ
ん
、秋

の
訪
れ
と
と
も
に
受
験
勉
強
も
佳

境
に
入
り
ま
す
。
厳
し
い
冬
を
乗
り

越
え
、来
春
に
は
福
大
生
と
し
て
、キ
ャ

ン
パ
ス
に
戻
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
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大
学
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
、 

教
育
・
研
究
な
ど
の
成
果
を
説
明

懇
談
会
は
大
学
に
必
要
な
シ
ー
ズ
と 

ニ
ー
ズ
を
得
る
重
要
な
機
会

学業成績のほかに最近の傾向として就職や進路についての相談が増えている

本学にとり大切なイベント。
父母懇談会会場の受付風景

大学スタッフはもちろん在学生も参加し、学部の説明や進学の
相談に応じる。 リアルな体験談は、高校生にとり貴重な情報だ

福岡大学 副学長

新関 輝夫教授
（法学部）

全
人
教
育
の
一
環
と
し
て
の
面
も

持
ち
合
わ
せ
た
父
母
懇
談
会

　
本
年
度
も
6
月
12
日
を
皮
切
り
に
7
月
3
日
ま

で
父
母
懇
談
会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
父
母

懇
談
会
は「
福
岡
大
学
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
」
や
「
教

育
・
研
究
・
学
生
生
活
な
ど
福
岡
大
学
の
成
果
」
を

在
学
生
の
ご
父
母
に
お
伝
え
す
る
こ
と
を
大
き
な
目

的
の
ひ
と
つ
と
し
て
毎
年
実
施
し
て
い
る
、本
学
に
と
っ

て
重
要
な
行
事
で
す
。
今
年
度
は
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の

ほ
か
、山
口
・
長
崎
・
大
分
・
鹿
児
島
の
各
地
で
開
催

し
ま
し
た
。
会
場
に
よ
っ
て
若
干
の
相
違
は
あ
り
ま
す

が
、プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、本
学
か
ら
の
1
時
間
に
わ
た
る

説
明
会
、大
学
紹
介
ビ
デ
オ
上
映
、そ
し
て
長
時
間

の
個
別
相
談
会
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
出
席
さ
れ
た
方

の
8
〜
9
割
が
参
加
さ
れ
る
の
が
、こ
の
個
別
相
談

会
で
す
。

　
自
分
の
子
が
福
岡
大
学
で
ど
の
よ
う
な
学
生
生
活

を
送
っ
て
い
る
の
か
、成
績
は
ど
う
な
の
か
、就
職
は
…
。

そ
の
思
い
に
誠
実
に
お
応
え
す
る
の
が
、父
母
懇
談
会

の
も
う
一
つ
の
大
き
な
目
的
で
す
。
個
別
相
談
は
午

前
と
午
後
に
充
分
な
時
間
を
割
当
て
、担
当
の
教
職

員
が
個
別
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
1
年
次
は
修

学
や
学
部
変
更
、2
年
次
は
単
位
取
得
と
、学
年
に

よ
っ
て
相
談
内
容
は
異
な
り
ま
す
が
、や
は
り
多
数
を

占
め
る
の
は
就
職
進
路
に
つ
い
て
の
相
談
で
す
。
本
学

で
は
豊
富
な
情
報
や
資
料
を
も
と
に
、学
生
一
人
ひ

と
り
の
進
む
べ
き
道
を
共
に
考
え
、懇
切
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、ク
ラ
ブ
活
動
・
ア
ル
バ

イ
ト
な
ど
の
生
活
面
や
健
康
面
、精
神
的
な
悩
み
な

ど
に
つ
い
て
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
な
お
、6
月

上
旬
に
「
学
業
成
績
お
よ
び
科
目
履
修
状
況
」
を
送

付
し
、個
別
相
談
の
資
料
と
す
る
と
と
も
に
7
月
に

行
わ
れ
る
前
期
試
験
前
に
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

ご
父
母
か
ら
激
励
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
だ
く
よ

う
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
学
生
一
人
ひ
と
り
の
評
価
の
集
大
成
が
、す
な
わ
ち

大
学
の
評
価
で
す
。
学
生
の
総
合
的
な
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

は
福
岡
大
学
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
で
あ
り
、そ
の
た
め
に
ご

父
母
と
の
相
互
理
解
や
綿
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。ま
た
「
情
報
公
開
」
と
い
う
義
務
に

伴
う
「
説
明
責
任
」
を
果
た
す
場
と
し
て
、父
母
懇
談

会
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
双
方

が
深
く
広
く
語
り
合
う
こ
と
で
、福
岡
大
学
へ
の
ニ
ー

ズ
、福
岡
大
学
発
展
へ
の
シ
ー
ズ
を
得
る
こ
と
に
も
重

要
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。
父
母
懇
談
会
後
、参
加
さ
れ

た
方
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
「
来
て
良
か
っ
た
」
と

い
う
回
答
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
評
価
を
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
、本
学
は
父
母
懇
談
会
を
さ
ら
に
充
実
し

た
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
生
一
人
ひ
と
り
の
様
子
や 

就
学
・
就
職
に
つ
い
て
個
別
に
相
談

父母懇談会レポート
 

大
学
の
す
べ
て
を
お
伝
え
し
た
い
、

 

　
　 

我
が
子
の
大
学
生
活
を
知
り
た
い
。 

 
双
方
の
深
い
思
い
が
熱
気
を
呼
ぶ
、

　
　
福
岡
大
学
の
父
母
懇
談
会
。



福大OBに聞くサクセスへ
私 の タ ー ニ ン グ ポ イ ン ト

2001年福岡大学体育学部卒業。1994年～1996年
国体少年女子ヨット・シーホッパー級ＳＲクラス優勝。
1997年～1999年国体成年女子ヨット・シーホッパー
級ＳＲクラス優勝。1999年ユニバーシアードヨーロッ
パ級5位。2000年シドニーオリンピック出場。2002年
アジア大会ヨーロッパ級2位。2003年ヨーロッパ級全
日本選手権大会優勝。2004年アテネオリンピック出場。

2
0
0
0
年
晩
夏
、

祭
典
は
風
が

通
り
過
ぎ
る
よ
う
に

終
わ
っ
て
い
た
。

シ
ド
ニ
ー
の
海
に
吹
く
風
を

じ
っ
と
見
て
い
た
。

本
当
に
終
わ
っ
た
の
か
な
。

た
だ
夢
中
で
ひ
た
む
き
で
、

自
分
を
見
つ
め
る
余
裕
も
な
か
っ
た
。

燃
え
尽
き
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

悔
い
が
残
っ
た
。

な
に
も
終
わ
っ
て
な
い
よ
、ま
だ
。

　
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、佐
藤
麻
衣
子
は
22
歳
だ
っ

た
。
福
岡
大
学
体
育
学
部（
現
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
）

4
年
在
学
中
で
、セ
ー
リ
ン
グ
種
目
に
出
場
し
た
日

本
選
手
の
中
で
は
最
年
少
だ
っ
た
。「
国
内
に
す
ご

く
強
い
年
上
の
選
手
が
い
て
、そ
の
先
輩
に
勝
つ
こ
と

が
目
標
だ
っ
た
ん
で
す
」
。そ
の
選
手
に
勝
っ
た
。

　
そ
の
選
手
に
勝
つ
こ
と
で
結
果
的
に
日
本
代
表

枠
を
獲
得
し
、さ
ら
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
切
符
も
手

に
し
た
。ひ
た
む
き
に
セ
ー
ル
を
操
っ
て
い
た
ら
、突

風
が
そ
の
切
符
を
運
ん
で
き
た
。
心
の
準
備
も
あ
ま

り
で
き
な
い
う
ち
に
、周
囲
は
突
如
騒
が
し
く
な
る
。

『
メ
ダ
ル
を
期
待
し
て
る
よ
』
な
ん
て
言
う
人
も
出

て
く
る
。
な
に
言
っ
て
ん
だ
か
。
私
の
気
持
ち
も
知

ら
な
い
で
。ス
ト
レ
ス
が
重
く
の
し
か
か
っ
た
。
取
材

を
受
け
る
の
も
い
や
に
な
っ
た
。
心
労
か
ら
風
邪
ま

で
ひ
い
て
し
ま
っ
た
。
結
果
は
23
位
。
順
位
で
は
な
く
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
対
す
る
自
分
の
心
の
あ
り
方
に
悔

い
が
残
っ
た
。
子
ど
も
だ
っ
た
の
か
な
。ひ
た
む
き
な

だ
け
じ
ゃ
、超
え
ら
れ
な
い
壁
が
あ
る
。さ
ま
ざ
ま
な

思
い
が
残
り
火
に
な
っ
て
、燃
え
尽
き
切
れ
な
か
っ
た

自
分
が
い
た
。
も
う
一
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
。

福
岡
の
海
で
ヨ
ッ
ト
を
操
っ
て
い
た
幼
い
頃
の
よ
う

に
、素
直
な
気
持
ち
で
。

　
福
岡
市
西
区
小
戸
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
。
福
岡
の
セ
ー

ラ
ー
に
と
っ
て
そ
こ
は
聖
地
で
あ
る
。
佐
藤
麻
衣
子

が
父
と
こ
の
聖
地
を
初
め
て
訪
れ
た
の
は
小
学
校

5
年
の
時
だ
っ
た
。「
セ
ー
ル
が
色
と
り
ど
り
で
キ
レ

イ
だ
な
ぁ
、な
ん
て
淡
い
印
象
し
か
覚
え
て
い
ま
せ
ん

ね
」
。
父
が
麻
衣
子
を
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
に
連
れ
て
行
っ

た
の
に
は
考
え
が
あ
っ
た
。ヨ
ッ
ト
に
興
味
を
も
っ
て

い
た
父
は
、家
族
の
誰
か
を
巻
き
添
え
に
す
れ
ば
ヨ
ッ

ト
購
入
を
説
得
し
や
す
い
だ
ろ
う
と
考
え
た
の
で
あ

る
。
年
の
離
れ
て
い
た
兄
や
姉
は
、そ
ん
な
誘
い
に
は

も
う
乗
ら
な
い
。で
も
末
娘
の
麻
衣
子
な
ら
。『
な
ん

か
麻
衣
子
、ヨ
ッ
ト
に
興
味
が
あ
る
み
た
い
だ
よ
』
。こ

う
し
て
父
の
計
略
に
ま
ん
ま
と
は
ま
っ
た
彼
女
は
、や

が
て
週
末
を
海
で
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。
中
学
生
の

時
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
無
名
の
選
手
だ
っ
た
が
、本
人
い

わ
く
、ヨ
ッ
ト
は
「
土
・
日
の
習
い
事
」
気
分
だ
っ
た
の

で
別
に
悔
し
く
も
な
か
っ
た
。
進
学
し
た
高
校
に
も

ヨ
ッ
ト
部
は
な
く
、福
岡
の
ジ
ュ
ニ
ア
に
所
属
し
て
練

習
し
て
い
た
。と
こ
ろ
が
高
校
1
年
の
時
に
国
体
の

シ
ー
ホ
ッ
パ
ー
級
Ｓ
Ｒ
ク
ラ
ス
で
優
勝
し
て
し
ま
う
。

国
体
で
は
そ
の
後
3
連
覇
を
達
成
。才
能
と
や
る
気

に
い
よ
い
よ
火
が
つ
い
た
。も
っ
と
真
剣
に
な
っ
て
み
よ

う
か
。
1
9
9
7
年
、福
岡
大
学
体
育
学
部（
当
時
）

に
進
学
し
た
。そ
こ
に
は
名
門
の
ヨ
ッ
ト
部
が
あ
っ
た
。

　
体
育
学
部
に
は
全
国
レ
ベ
ル
で
競
う
一
流
の
ア
ス

リ
ー
ト
た
ち
が
い
た
。
熱
心
で
指
導
力
に
長
け
た
先

生
た
ち
が
い
た
。
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
学
部
で
学
ぶ
、個
性
的
な
学
生
た
ち
が
い
た
。
女

子
校
と
ヨ
ッ
ト
の
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
し
か
知
ら
な
い
麻

衣
子
に
は
す
べ
て
が
新
鮮
だ
っ
た
。
学
生
生
活
を
存

分
に
楽
し
み
な
が
ら
、技
術
と
体
力
は
着
実
に
進
歩

し
て
い
っ
た
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
遠
征
に
出
か
け
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
こ
の
頃
か
ら
。
お
か
げ
で
卒
業
の
単
位

が
足
ら
ず
、大
学
の
プ
ー
ル
で
補
習
を
受
け
た
の
も

い
い
思
い
出
だ
。「
一
般
の
学
生
と
一
緒
だ
っ
た
か
ら
、

み
ん
な
あ
ま
り
泳
げ
な
い
の
。
私
だ
け
ス
ー
ッ
と
泳
い

で
、そ
れ
じ
ゃ
お
先
に
失
礼
し
ま
す
っ
て
感
じ
。
周
り

が
ポ
カ
ン
と
し
て
た
」
。
大
学
の
こ
と
を
話
す
時
は

と
て
も
楽
し
そ
う
に
笑
う
。
そ
の
笑
顔
が
学
生
生

活
の
充
実
ぶ
り
を
物
語
っ
て
い
た
。

　
さ
て
、シ
ド
ニ
ー
か
ら
帰
る
と
、福
大
生
・
佐
藤
麻

衣
子
に
も
、皆
と
同
じ
よ
う
に
難
題
が
待
ち
受
け
て

い
た
。
就
職
で
あ
る
。も
う
秋
に
な
っ
て
い
た
。

高校時代（3年生：1996年）広島国体にて（中央が麻衣子さん）
国体3連覇を成し遂げた喜びいっぱいに

OP（一番最初にはじめる入門艇）をはじめた頃（10歳くらい）
小戸ヨットハーバーにて

大学時代（4年生：2000年）日米学生親善レース　アメリカ・ニューポートにて
参加したヨット部4人と：前列左が麻衣子さん、右隣は1つ下の後輩（三船さん）、
後ろの2人は同期の沖西さん・広田さん

シドニーに続き、
アテネオリンピックにも出場した 



アテネの海で共に戦った愛艇。
麻衣子は試合中、このヨットとどんな会話を交わしたろうか。
二人の他にはエーゲ海だけが知っている

　
ア
マ
チ
ュ
ア
に
と
っ
て
就
職
は
、さ
ま
ざ
ま
な
面
で

難
し
い
。
あ
ま
り
メ
ジ
ャ
ー
で
は
な
い
ス
ポ
ー
ツ
の
選

手
に
と
っ
て
は
な
お
さ
ら
だ
。
麻
衣
子
は
も
ち
ろ
ん

福
岡
の
海
で
練
習
を
続
け
た
か
っ
た
。
世
界
標
準
を

知
る
た
め
に
定
期
的
に
外
国
遠
征
に
も
出
た
い
。
そ

れ
に
は
地
元
企
業
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
だ
が
、残
念

な
が
ら
充
分
な
手
は
差
し
伸
べ
ら
れ
な
か
っ
た
。ヨ
ー

ロ
ッ
パ
級
協
会
の
仲
介
も
あ
り
、条
件
を
満
た
し
て

く
れ
た
の
は
中
部
ガ
ス（
株
）で
あ
る
。
麻
衣
子
は
初

め
て
福
岡
を
離
れ
た
。
愛
知
県
豊
橋
市
で
一
人
暮

ら
し
が
始
ま
っ
た
。み
ん
な
と
い
る
時
は
い
い
け
れ
ど
、

一
人
の
時
間
が
さ
み
し
い
。
誰
も
い
な
い
暗
い
部
屋
に

帰
る
の
が
い
や
で
、部
屋
に
は
い
つ
も
電
気
を
つ
け
て

い
た
。
仕
事
を
終
え
る
と
蒲
郡
の
海
で
黙
々
と
セ
ー

リ
ン
グ
す
る
日
々
。
孤
独
が
精
神
を
鍛
え
た
。
社
会

人
と
し
て
の
ハ
ン
デ
ィ
が
、練
習
に
い
っ
そ
う
打
ち
込

ま
せ
た
。し
か
も
目
標
は
明
確
で
あ
る
。「
今
度
は
ア

テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
ま
っ
す
ぐ
に
目
指
し
て
い
ま

し
た
。
私
に
と
っ
て
本
当
に
リ
ア
ル
な
、オ
リ
ン
ピ
ッ

す
る
こ
と
に
な
る
。
芳
醇
で
あ
り
豊
潤
で
あ
ろ
う
、

そ
の
「
果
実
」
に
つ
い
て
、い
つ
か
話
を
聞
か
せ
て
ほ
し

い
と
思
っ
た
。
 

 

ク
の
た
め
の
4
年
間
で
し
た
」
。

2
0
0
4
年
、麻
衣
子
は
ア
テ
ネ
五

輪
予
選
を
兼
ね
た
フ
ラ
ン
ス
の
大
会
で
、

2
度
目
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
切
符
を

手
に
す
る
。
 

　
シ
ド
ニ
ー
の
時
は
、ひ
た
む
き
な
自

分
が
い
た
。ひ
た
む
き
さ
は
若
さ
の
特

権
だ
が
、そ
れ
だ
け
に
硬
く
脆
く
、揺

ら
め
く
一
面
も
併
せ
持
つ
。一
途
な
気

持
ち
は
、そ
れ
ゆ
え
に
視
野
を
狭
め
、

周
り
が
見
え
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。

今
ま
で
の
経
験
に
、さ
ら
に
豊
か
な
4

年
間
を
積
み
重
ね
て
き
た
。ア
テ
ネ

を
迎
え
る
今
、ま
っ
す
ぐ
な
自
分
が
い

る
。
ま
っ
す
ぐ
な
ベ
ク
ト
ル
は
よ
り
深

く
遠
く
、届
く
。
ま
っ
す
ぐ
な
思
い
は
揺
れ
な
い
、動

じ
な
い
。
4
年
ご
と
に
思
い
出
し
た
よ
う
に
殺
到
す

る
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
に
も
笑
顔
で
応
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
名
も
な
い
人
の
激
励
が
心
に
沁
み
る
よ

う
に
な
っ
た
。イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、佐
藤
麻
衣
子
の
視

線
は
い
き
い
き
と
動
き
、
20
代
の
女
性
ら
し
い
心
の

揺
れ
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。し
か
し
、ア
テ

ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
抱
負
を
尋
ね
た
時
、視
線
は

動
く
こ
と
な
く
揺
れ
る
こ
と
な
く
、ま
っ
す
ぐ
に
な
っ

た
。
そ
の
ベ
ク
ト
ル
は
取
材
ス
タ
ッ
フ
を
は
る
か
に
通

り
す
ぎ
、ヨ
ッ
ト
の
競
技
会
場
と
な
る
エ
ー
ゲ
海
に

達
し
て
い
た
。「
自
分
の
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た
い
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
心
か
ら
楽
し
み
た
い
。
今
は
そ
う
思
っ

て
い
ま
す
」
。ア
テ
ネ
で
ど
の
よ
う
な
成
績
を
残
そ

う
と
、そ
れ
は
彼
女
に
と
っ
て
「
現
実
と
し
て
の
結

果
」
で
あ
り
「
果
実
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
た
ぶ
ん
彼

女
は
も
う
「
サ
ク
セ
ス
」
と
い
う
「
果
実
」
を
す
で
に

半
ば
手
に
入
れ
て
い
る
と
思
っ
た
。あ
と
の
半
分
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
ま
っ
す
ぐ
に
向
き
あ
っ
た
時
、手
に

アテネオリンピックに参加したものだけが共有する充実感に満ちた笑顔。
この瞬間が、麻衣子にとって最高の「サクセス」だったかもしれない 

※
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、ヨ
ッ
ト
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
級
。

　
佐
藤
麻
衣
子
の
成
績
は
24
位
だ
っ
た
。
健
闘
を
心
か
ら
讃
え
た
い
。 

42部1同好会が所属する 
福岡大学学友会「体育部会」

　佐藤麻衣子さんが所属したヨット部のほか、多彩な体育部会の

全国的な活躍も福岡大学の大きな特徴です。創立の頃から輝かし

い伝統を持ち、野球・サッカー・ゴルフのプロ選手も多く輩出、陸上

競技部・水泳部などから全国・世界レベルの選手が多く育っています。 

その大きな母体となっているのがスポーツ科学部（旧体育学部）。

西日本の私立大学でこれほどにあらゆる面で充実したスポーツ専

スポーツ科学部がある第二記念会堂

　「やりたい」ことを見つけるって大変なことだと思い

ます。それがなくても生きてはいけるし、楽しく暮らす

ことだってできるでしょう。でも「やりたい」ことのない

人生ってほんとにつまらないと思うんです。その、つまら

なさに気づくことが、あなたにとっての大きなチャンス。

そして懸命に「やりたい」ことを見つけて、そのことを

「やりとげる」努力をしてください。どんなに大きなこと

でも夢みたいなことでもいい。『成せば成る』です。

たとえ失敗してもいいと思う。あなた自身が納得すれば、

それは「成功（サクセス）」なのです。 

大学時代（3年生：1999年）
ユニバーシアード閉会式
　 　　パルマ（スペイン）

病院か、薬局か、それとも大学院か。 
進むべき道をじっくり考えて。
今、管理薬剤師のアシスタントとして、新卒の後輩などを教えています。私が薬局に進

んだのは、病院勤務よりも患者さんと直接触れ合えると思ったから。自分自身の勉強

もやりたかったので調剤薬局を選びました。私たちは、とにかく「薬剤師国家試験合格」

ありきですから、就職活動はそれほど活発にはできませんでした。4年次の6月頃に今の

会社の説明会に行き、教育システムが整っていることに感心して「ここなら…」と思い

ました。試験を受けて8月には内定をいただきました。もちろん嬉しかったのですが、こ

れで薬剤師になれなかったら迷惑をかけてしまうと思い、それから懸命に試験勉強しま

したね。現在、薬剤師は不足気味ですから進路はじっくり選べます。病院か、薬局か、

それとも大学院か。一生のことですから、悔いのないようにしてくださいね。それから給

与面などより「やりがい」を優先すること。結局はそれが一番有益な選択だと思います。 

4年次
4月頃から進路につい
てじっくり考え始める。
「若い時にはいろいろ
チャレンジしたいな」と
いう気持ちがあった

4年次

6月の会社説明会で
決意。教育システム
の充実が魅力だった 

4年次 4年次
5月より活動開始。
患者さんと直接ふれ
あえる機会が多いと
ころに行きたい気持
ちが固まり始める

8月に内定。
これで薬剤師国
家試験に落ちる
わけにはいかない！

4年次

卒業式の前日が
国家試験！

入社後の4月16日
発表。無事に合格
して、ほっ。やっと卒
業した気がした 

卒業後

立花　万里さん
薬学部薬学科 2001年卒業 
日本調剤（株） 熊本薬局

営業向きの性格かな、という認識はあったんです。人間が好きなので人と多くかかわる

仕事がしたかった。営業なら、誰でも知ってる名前の企業がいいなと思っていました。

営業がやりやすいですからね。今の会社を見つけたのは4年次の6月。就職・進路支

援センターの掲示板にありました。それからしばらくして偶然にコカ・コーラウエストジャ

パンの社員の方にキャンパスで会ったんです。 

オアシスの自動販売機の詰め替えをされていて、思いきって「今度コカ・コーラウエスト

ジャパンを受けます」と声をかけたら、親切にいろいろ話してくれました。その時言われ

たのが「ウチの会社は、結局ヤル気だよ」のひとこと。自分もそう思っていましたから、

心強かったですね。試験では自分のヤル気を徹底的にアピールして合格。就職って、

こういう偶然の出会いや縁で決まる面もあるんですね。人生の不思議さと「人との出

会い」の大切さを改めて感じています。

「ヤル気だよ」。先輩社員のひとことが 
今の自分へ、大きく後押ししてくれた！ 

松尾　聡さん
経済学部経済学科 2003年卒業 
コカ・コーラウエストジャパン（株）チェーンストア福岡営業所 

4年次
なかなか就職が決まら
ず、ちょっと焦っていた。
6月に今の会社の求
人票を見つける。
「へぇ、まだ残ってたんだ」

4年次
7月頃、面接で大トチリ。
焦ったけど「話し方よ
り熱意と内容だ」と 
思い、元気にしゃべる

4年次
3次にわたる面接を
突破し、8月に内定通
知。700人中30人と
いう難関だった 

4年次 卒業後
6月中旬頃、運命の
出会い（本文参照）。
いよいよ頑張る気に
なる

研修で、運命の人に
再会。不思議な縁だ
なぁ
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8月16日から20日まで、九州電力でインターンシップを体験しました。僕が派遣されたのは、福岡支

店の総合制御所です。発電所や変電所から送られてくる電気をチェックして、その電気の質をコ

ントロールする部署なのですが、第一印象は「とても静か」だということ。職人気質の方々ばかりで、

口を動かすより手を動かせという感じなんです。それから、これは九州電力全体のことなんですが、

これほどの大企業なのに省エネ意識がすみずみまでいきわたっていることに驚きました。コピーも

トイレットペーパーもすべて再生紙、休憩時間になるとクーラーを切ってしまう部署もあるみたいで

す。ライフラインを守るために、全員がひとつになっている。そのことに強い感銘を受けました。ほ

んとはもっと先端的なイメージがありましたけど、実際は堅実で素朴でした。行ってみないと、こんな

ことはわかりません。僕の中で、この企業に対するイメージが確実に変わりました。

藤井 恵太くん
工学部電気工学科3年次
派遣先　九州電力（株）

自分の大きな夢にチャレンジ！ 
そのきっかけをつかむ貴重な機会。

福岡コミュニティ放送、愛称「ＦＭmini」は、ももち浜のＡＩビルにある福岡市とその周辺がエリア

のＦＭ放送局です。私が所属しているサークルの先輩がインターンシップを体験していたことも

あり、8月2日から15日まで参加しました。こういう職種には興味を持っていましたが、実務知識は

まるでありませんでした。だから想像していたイメージと全然違っていて、最初はとまどいましたね。

何か、とても「手作り」感覚なんです。一人ひとりが何でもこなさなくてはいけません。私もお礼

状を書いたり、番組のゲストとして出演したりとさまざまな体験をさせていただきました。私はミキ

サーなどの機械類を扱ってみたかったのですが、その分野だけの勉強だけでは実務で通用し

ないことがよくわかりました。大人のマナーや一般教養はどの職種でも必要なんですね。とても刺

激的だった2週間、夢への道しるべをもらったような気がします。

牛島 由貴さん
商学部商学科2年次
派遣先　福岡コミュニティ放送（株）

想像と実際とはこんなにも違う 
そのギャップが大きな刺激になる。 

来春から日本ケミファにＭＲ（メディカルリプリゼンタティブ）として入社する予定です。ＭＲとは、自

社の薬剤の処方の方法や副作用、また新薬をドクターに紹介する専門営業職。高校の時からこ

の職種は知っていて、漠然としたあこがれをもっていました。はっきりとターゲットをＭＲに絞ったの

は3年次の夏頃でした。私は対象を決めると、それに深く入っていくタイプなので、ＭＲの募集があっ

た2社しか受けませんでした。ところが、もう1社が不合格で日本ケミファに決まるまでの1週間が

長かったですね。今までの自分の生き方は間違っていたのかな、なんて悩んだりして…。でも自分

をじっくり見直すいい機会になりました。就職活動を終えて、今いちばん感謝しているのは父です。

社会人の先輩として、言葉使いや心構えなどいろいろと教えてくれ、相談にも乗ってくれました。

家庭以外での父の偉大さを知ったことも、就職活動の大きな収穫かな。

津曲 千詠子さん
理学部化学科4年次
日本ケミファ（株）内定

社会人の先輩としての父に 
誰よりも感謝したいと思っています。

「人と人との関わり方」という得手に帆を揚げようと思い「営業」を第一に、業種は公益性の高い

ものを志望しました。まず企業研究ですが、パソコンで各企業のＨＰを眺めるだけでなく、少し勇気

を出して、実際に企業で働かれている方を訪問することをお奨めします。さまざまな質問を投げか

ける中で、新聞紙面でも語られない企業情報を引き出すことができるかもしれません。私の場合は、

エントリーシートを書いたり、面接に臨んだりする際に大変参考になりました。振り返ってみて、ＯＢ・

ＯＧ訪問は自分でもかなり力を入れたと思っています。ありとあらゆる人脈を駆使して行ってください。

次に面接ですが、事前にいくつかの質問を考え、その答えを予想し、それを踏まえた提案まで用意

していました。もちろん、答える内容が大切ですが、レスポンスの良さや、態度などもしっかり見られ

ていると感じました。未熟者だった私は、過去に体育部会スキー部の先輩方から厳しくしごいて頂

いた甲斐がありました。体育部会は「常識的なものの考え方」を教えてくれます。これは私にとっ

て大変有難いものでした。 

鹿島 敬宏くん
法学部法律学科4年次
ＪＲ九州（株）内定

草莽崛起の精神で

インターンシップ

夢にチャレンジ夢にチャレンジ

就職活動体験記

●1社がダメでも前向きに。また頑張ればいい。
　自分を見つめ直すいい機会だと思うこと。 

●面接でうそを言ったり、自分をごまかしてはいけない。
　すぐ見抜かれる。

●就職活動の第一歩は新聞を読むことから。

　丹念に毎日読む習慣をつけよう。

●人とのスムーズなコミュニケーションは社会人としての
基本。日頃から意識して、いろんな人と話すようにする。 

就職は、どうしても登らなければならない
「大人への階段」です。逃げないで、甘えないで、
一段一段しっかりと踏みしめて。 

Message

M y  p o i n t

●志望度の高い企業は総じて、社員の方を訪問しよう。

●学生時代をアルバイトやサークルだけではなく、部活動
やゼミなどの目標と目的がしっかりあるものに大きく力を
注ごう。

●今を頑張らなければ、将来も頑張れないかもしれません。
最も苦しい時こそ、気合と根性です！！

志は、行動に移してこそ意味があります。
草莽崛起の精神で、「一所懸命」頑張って
ください。

Message

M y  p o i n t

●自分が抱いているイメージと、実際は大きく違う。
　これだけは体験しないとわからない。 
　興味を持っていない企業でも、興味が湧くことがある。 

●社会人の責任感や価値観にじかに触れることができる。 

●そこで働いている人にしかわからない、
　微妙な社風などが実感できる。 

ぼんやりとしていた夢が、その現実を見ることによっ
てはっきりと見えてくる。それがインターンシップで
す。夢をつかむための「きっかけ」として、ぜひ行
くべきだと思います。 

Message

M y  m e r i t s

●雑用にも、社会人としてのマナーや教養が必要なこと
がわかる。 

●夢を実現するために、どんな勉強が必要であるかがわかる。 

●社会人としての自分の弱点や長所がはっきりと見えてくる。

私は2年次からインターンシップを体験してとて
も良かったと思っています。本格的な就職活動
の前に何をすればいいか自覚できるし、何よりこ
んな刺激的なことを、3年次になったらもう一度
体験できますから。

Message

M y  m e r i t s

そうもう くっ き
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安価な肺サーファクタントの開発

 　
肺
サ
ー
フ
ァ
ク
タ
ン
ト
は
肺
胞
細
胞
に
よ
り
分
泌
さ

れ
る
、生
命
維
持
に
必
須
の
タ
ン
パ
ク
質
複
合
体
で
、

死
亡
率
の
高
い
新
生
児
呼
吸
窮
迫
症
候
群（
Ｒ
Ｄ
Ｓ
）

や
急
性
呼
吸
窮
迫
症
候
群（
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｓ
）に
劇
的
な
改

善
を
も
た
ら
す
物
質
で
す
。ま
た
、肺
炎
な
ど
の
炎
症

性
肺
疾
患
や
肺
ガ
ン
な
ど
に
よ
る
重
い
末
期
症
状
の

緩
和
、喘
息
発
作
の
軽
減
な
ど
、呼
吸
障
害
の
改
善

を
必
要
と
す
る
多
く
の
疾
病
に
対
す
る
有
用
性
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。現
在
、治
療
薬
と
し
て
は
、牛
肺
か

ら
抽
出
さ
れ
た
肺
サ
ー
フ
ァ
ク
タ
ン
ト「
サ
ー
フ
ァ
ク
テ

ン
」
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、非
常
に
高
価
な
た
め

Ｒ
Ｄ
Ｓ
治
療
を
除
い
て
は
保
険
適
用
外
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
「
サ
ー
フ
ァ
ク
テ
ン
」
は
主
と
し
て
、牛
肺
に

よ
る
物
質
を
成
分
に
含
ん
で
い
る
た
め
、牛
海
綿
状

脳
症（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）問
題
な
ど
が
起
き
る
と
安
定
供
給
に

支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
 

　
本
学
理
学
部
の
李
相
男
先
生
と
、医
学
部
の
雪

竹
浩
先
生
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
で
人
工
合
成

肺
サ
ー
フ
ァ
ク
タ
ン
ト
に
つ
な
が
る
研
究
を
進
め
て
い

ま
し
た
が
、1
9
9
9
年
、互
い
の
研
究
が
人
工
合

成
肺
サ
ー
フ
ァ
ク
タ
ン
ト
調
製
に
大
き
な
進
歩
を
も

た
ら
す
こ
と
を
知
り
、理
学
部
・
医
学
部
連
携
研
究

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
研
究
に
よ
り
、

高
価
な
タ
ン
パ
ク
や
リ
ン
脂
質（
Ｄ
Ｐ
Ｐ
Ｃ
）、ペ
プ
チ

ド
を
必
須
の
成
分
と
し
な
い
、資
質
の
新
た
な
組
み

合
わ
せ
で
有
効
か
つ
安
価
な
人
工
合
成
肺
サ
ー
フ
ァ

ク
タ
ン
ト
の
調
製
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
発
見
、

2
0
0
3
年
4
月
に
特
許
申
請
を
行
い
ま
し
た
。

　
発
見
し
た
人
工
合
成
肺
サ
ー
フ
ァ
ク
タ
ン
ト
の
調

製
を
実
用
化
す
る
た
め
に
は
、製
薬
会
社
な
ど
の
協

力
が
必
要
で
す
。こ
の
成
果
を
受
け
て
研
究
推
進
部

で
は
「
産
学
官
共
同
研
究
」
チ
ー
ム
を
つ
く
る
た
め
、

ふ
く
お
か
I
S
T（
福
岡
県
産
業
・
科
学
技
術
振
興

財
団
）に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
依
頼
し
ま
し
た
。そ
の

結
果
、大
牟
田
市
に
本
社
を
置
く
室
町
ケ
ミ
カ
ル（
株
）

の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
、2
0
0
4
年
4
月
か

ら「
ふ
く
お
か
Ｉ
Ｓ
Ｔ
産
学
官
共
同
研
究
開
発
事
業
」

と
し
て
実
用
化
へ
向
け
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、本
学
理
学
部
・
医
学
部

連
携
に
よ
る
研
究
開
発
チ
ー
ム
は
室
町
ケ
ミ
カ
ル（
株
）

に
技
術
を
提
供
、室
町
ケ
ミ
カ
ル（
株
）は
研
究
開
発

チ
ー
ム
に
研
究
員
を
派
遣
し
、製
剤
化
へ
の
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
新
た
な
発

見
も
あ
り
、本
年
4
月
に
は
世
界
市
場
を
視
野
に
入

れ
て
ア
メ
リ
カ
へ
特
許
を
申
請
し
ま
し
た
。
低
コ
ス
ト

の
人
工
合
成
肺
サ
ー
フ
ァ
ク
タ
ン
ト
が
製
剤
化
さ
れ

れ
ば
、Ｒ
Ｄ
Ｓ
や
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｓ
疾
患
だ
け
で
な
く
、急
性

肺
炎
や
肺
ガ
ン
、喘
息
な
ど
の
呼
吸
機
能
障
害
の
緩

和
、風
邪
な
ど
に
よ
る
痰
の
除
去
な
ど
へ
の
広
範
囲

な
適
用
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
多
分
そ
う
遠
く
は
な

い
、そ
の
時
が
く
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

福岡大学研究推進部の研究を紹介するシリーズ。
今回は「安価な肺サーファクタントの開発」と 
「高電圧・電気エネルギー環境対応技術に 

関する研究」を紹介します。

高
価
な
た
め
一
般
に
流
布
し
に
く
い 

呼
吸
機
能
障
害
緩
和
の
特
効
薬 

本
学
研
究
推
進
部
の
仲
介
で 

産
学
官
共
同
研
究
開
発
事
業
に

理
学
部
・
医
学
部
連
携
の
研
究
に
よ
り

安
価
な
調
製
を
発
見 

専門：化学

1972年　九州大学大学院修了
1995年から　福岡大学理学部併任講師

研
究
代
表
者

李 

相
男
併
任
講
師（
理
学
部
化
学
科
）

研
究
代
表
者

雪
竹 

浩
講
師

（
福
岡
大
学
病
院
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
）

専門：小児科学

1980年　福岡大学医学部卒業
1996年から　福岡大学病院講師

専用装置を用いて、理学（上の写真）、医学（下の写真）的に実験中。
室町ケミカル（株）から派遣された2人の研究員のうち1人は本学OB

高電圧・電気エネルギー環境対応技術に関する研究

 
 

　
1
9
7
6
年
、西
日
本
の
大
学
で
は
最
大
規
模

の
1
5
0
0
ｋＶ
衝
撃
電
圧
発
生
装
置
が
私
学
助

成
に
よ
り
福
岡
大
学
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
を

機
に
高
電
圧
電
力
関
係
の
実
験
・
研
究
の
た
め
に

建
設
さ
れ
た
の
が
高
電
圧
実
験
室
棟
で
す
。こ
の

4
階
建
て
の
棟
に
は
1
5
0
0
ｋＶ
衝
撃
電
圧
発
生

装
置
の
ほ
か
、2
0
0
ｋＶ
交
流
試
験
用
変
圧
器
、高

出
力
パ
ル
ス
Ｙ
Ａ
Ｇ
レ
ー
ザ
ー
な
ど
の
実
験
・
試
験
設

備
が
整
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、数
十
ｎ
ｓ
の
高
速
微
弱

発
光
の
観
測
が
可
能
な
イ
メ
ー
ジ
コ
ン
バ
ー
タ
ー
カ

メ
ラ
や
、各
種
ゼ
オ
ラ
イ
ト
の
ガ
ス
吸
着
質
量
計
測

器
な
ど
の
計
測
・
観
測
装
置
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
充
実
し
た
設
備
・
装
置
を
利
用
し
て
、

西
嶋
喜
代
人
教
授
を
は
じ
め
と
す
る
ス
タ
ッ
フ（
助

手
・
大
学
院
生
・
研
修
生
）は
、放
電
プ
ラ
ズ
マ
の
基

礎
研
究
と
環
境
適
合
技
術
の
開
発
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
シ
ー
ズ
の
概
要
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。

○
高
電
圧
電
力
輸
送
・
変
換
機
器
の
最
適
絶
縁
設

計
と
環
境
対
応
 

　
高
電
圧
送
配
機
器
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
と
高
信
頼

性
の
確
立
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
シ
ー
ズ
で
、Ｓ

Ｆ
6
ガ
ス
に
替
わ
る
最
適
絶
縁
混
合
ガ
ス
の
超
励

起
現
象
を
含
め
た
絶
縁
性
能
評
価
の
新
技
術
の
開

発
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、統
合
工
学
的
長
ギ
ャ
ッ

プ
放
電
モ
デ
ル
の
確
立
と
そ
の
雷
し
ゃ
へ
い
シ
ス
テ
ム

へ
の
応
用
を
試
み
て
い
ま
す
。
 

○
高
電
圧
放
電
プ
ラ
ズ
マ
の
高
度
利
用
技
術
 

　
水
処
理
や
空
気
浄
化
に
利
用
さ
れ
る
大
気
圧
非

熱
平
衡
低
温
プ
ラ
ズ
マ
は
一
般
に
コ
ロ
ナ
放
電
で
発

生
さ
れ
ま
す
。コ
ロ
ナ
放
電
は
電
荷
の
帯
電
・
除
電

や
エ
レ
ク
ト
レ
ッ
ト
の
製
作
に
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
ら
の
性
能
の
飛
躍
的
な
向
上
を
目
的
に
、パ

ル
ス
レ
ー
ザ
生
成
プ
ラ
ズ
マ
と
コ
ロ
ナ
放
電
プ
ラ
ズ
マ

に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
方
式
の
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、研
究
チ
ー
ム
は
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
の
発
光
効
率

改
善
の
研
究
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
家
庭
に
供
給
さ
れ
る
1
0
3
〜
1
0
7
ボ
ル
ト

の
電
圧
を
自
動
的
に
1
0
0
ボ
ル
ト
へ
カ
ッ
ト
し
て

消
費
電
力
を
抑
制
し
、さ
ら
に
そ
の
節
電
効
果
を

モ
ニ
タ
ー
す
る
こ
と
で
省
エ
ネ
意
識
を
高
め
る
装
置

を
開
発
し
て
い
ま
す
。ま
た
、熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
め

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
も
検
討
し
て
い
ま
す
。そ
の
他
、身
の
ま
わ
り
の

電
気
環
境
調
査
、電
気
設
備
の
火
災
原
因
や
家
庭

で
の
雷
災
害
な
ど
の
調
査
研
究
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
西
嶋
教
授
の
研
究
チ
ー
ム
は
、ナ
ノ
テ
ク
の
最

先
端
産
業
か
ら
家
庭
で
の
省
エ
ネ
ま
で
、幅
広
い
分

野
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

西
日
本
の
大
学
で
最
大
級
の

設
備
な
ど
を
持
つ
実
験
室
で

高
電
圧
関
連
を
は
じ
め
ハ
イ
レ
ベ
ル
な

研
究
・
開
発
を
進
め
る

家
庭
レ
ベ
ル
で
の
省
エ
ネ
や 

災
害
予
防
安
全
の
調
査
研
究
も専門：高電圧電力工学、放電プラズマ工学

1978年　九州大学大学院満期退学
1991年から　福岡大学工学部教授

研
究
代
表
者

西
嶋 

喜
代
人
教
授

（
工
学
部
・
電
気
工
学
科
） 

最新の研究・実験設備がそろう
超高電圧ホール。鉄腕アトム
の実験室のようだ

各種ゼオライトのガス吸着質量計測器
（感度10μｇ、最大200ｇ）

I S T
（福岡県産業・
科学技術振興財団）

研究開発
チーム 室町ケミカル

コーディネートを
依頼

協力を依頼

技術を
提供

研究員を
派遣

（本学理学部・医学部） （製薬会社）
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各学部の特色
ある教育

学生たちの資質を
伸ばす

福大ならではの個
性を磨く

経済学部

ベンチャー起業家
育成支援システム

起業プラン形成のためのインターンシップを通した
「対決・理系研究室紹介」と「ビジネスプランコンテスト」の開催

市民との模擬患者養成から社会医学的問題解決力の育成に至る
参加型臨床教育手法の開発

医
学
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た

自
学
自
習
支
援
お
よ
び
評
価
シ
ス
テ
ム
構
築
の
試
み

私たちの大学をオ
ンリーワンにしてい

るのは、 

総合大学としての
連帯や連携ととも

に各学部・学科独
自の教育です。 

このシリーズでは
、そんな特色ある

教育を紹介してい
きます。

このシステムは１年次から
４年次まで全学年をカバーしている。

起業をテーマにしたクラブ活動のようなもの、
と語る阿比留教授

　
平
成
11
年
4
月
か
ら
開
講
し
て
い
る
こ
の

講
義
の
最
大
の
目
的
は
、年
末
に
開
催
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
成
功
さ
せ
る

こ
と
で
す
。ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
成
指
導
に

際
し
て
、最
も
苦
労
す
る
の
は
、ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー

ズ
の
発
見
の
仕
組
み
作
り
。
平
成
12
年
以
降

こ
れ
ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な
企
業
の
現
場
を
取

材
し
、そ
の
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
把
握

＝
現
状
分
析
を
行
い
、そ
の
企
業
の
商
品
形

態
、販
売
方
法
、職
場
環
境
な
ど
に
関
す
る

問
題
点
を
指
摘
し
、そ
の
論
点
を
明
ら
か
に

し
な
が
ら
、問
題
解
決
を
探
る
こ
と
を
学
生

に
課
題
と
し
て
与
え
て
き
ま
し
た
。
同
時
に

総
合
大
学
で
あ
る
利
点
を
利
用
し
て
、理
系

の
研
究
室
の
研
究
成
果
を
理
系
の
教
授
の

協
力
を
得
て
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
に
す
る
と
い

う
課
題
も
与
え
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
課
題

に
対
し
て
学
生
は
、前
期
に
は
5
月
か
ら
6

月
に
か
け
て
そ
れ
ぞ
れ
興
味
が
あ
る
企
業（
研

究
室
）を
選
択
し
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
し
ま

す
が
、こ
の
中
で
、学
生
は
課
題
に
答
え
る
た

め
に
徹
底
的
に
そ
の
企
業（
研
究
成
果
）を

調
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
夏
休
み
期
間

中
は
、そ
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
る
た
め
に
、

資
料
収
集
、ア
ン
ケ
ー
ト
、デ
ー
タ
分
析
を
行

い
、夏
休
み
中
に
開
催
さ
れ
る
「
決
起
会
」
や

「
検
討
会
」
に
お
い
て
、担
当
教
員
ス
タ
ッ
フ
の

前
で
発
表
し
、自
ら
の
論
点
を
明
確
に
し
て

い
き
ま
す
。ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
「
対
決
・
理
系

研
究
室
紹
介
」
と
い
う
3
泊
4
日
の
合
同
合

宿
。
外
部
と
隔
離
さ
れ
た
環
境
の
中
で
、論

点
を
批
判
さ
れ
、再
構
成
し
、そ
し
て
最
終

日
に
開
催
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
の
社

長(

教
授)

と
の「
対
決
・
理
系
研
究
室
紹
介
」

を
迎
え
ま
す
。こ
こ
で
の
経
験
を
通
し
て
、自

分
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た

学
生
は
、年
末
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
で
自
ら
の
プ
ラ
ン
を
発
見
し
て
発
表
す
る

の
で
す
。こ
の
講
義
の
特
徴
は
、机
上
の
空
論

で
は
な
く
、ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
と
直
結
し
た

実
体
験
に
あ
り
ま
す
。学
生
は
、現
場
で
の
調

査
研
究
を
深
め
て
い
く
中
で
、自
分
自
身
の

適
性
は
何
か
、将
来
何
を
す
る
か
を
真
剣
に

問
い
直
し
、自
分
自
身
の
目
標
を
見
つ
け
て
い

く
の
で
す
。こ
の
講
義
の
中
か
ら
、学
生
の
起

業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る「
社
長
体
験
会
社
」が
有

限
会
社
と
し
て
発
足
し
市
内
で
営
業
し
て
い

ま
す
。
学
生
の
提
案
を
現
実
の
企
業
経
営
に

採
用
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ま

た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
に
はJ

u
n

io
r 

E
n

te
rp

ris
e

と
い
う
組
織
が
あ
り
、多
く
の

類
似
点
を
も
つ
た
め
、今
後
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

作
り
も
進
め
る
予
定
で
す
。

　
今
、患
者
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
た
診
療
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
臨
床
医
学
を
大

き
な
テ
ー
マ
と
す
る
本
学
医
学
部
に
と
り
、そ

れ
は
極
め
て
重
要
な
課
題
で
す
。
昨
今
、客

観
的
能
力
試
験
の
実
施
に
よ
る
臨
床
技
能

教
育
が
急
速
に
普
及
し
て
い
ま
す
が
、こ
れ
ら

は
臨
床
場
面
で
の
態
度
の
技
術
的
な
修
得
に

終
始
す
る
危
険
性
が
あ
る
こ
と
は
否
め
ま
せ

ん
。こ
の
研
究
で
は
患
者
さ
ん
の
感
情
や
生

活
背
景
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
診
療
に
あ
た

る
こ
と
の
で
き
る
感
性
を
育
て
る
こ
と
を
目

指
し
、患
者
さ
ん
の
疾
病
の
背
後
に
あ
る
「
家

族
と
社
会
」「
生
活
習
慣
」「
ス
ト
レ
ス
や
不

安
」
な
ど
に
対
し
て
、環
境
や
社
会
的
背
景

因
子
を
的
確
に
把
握
し
た
う
え
で
、患
者
さ

ん
と
問
題
解
決
に
あ
た
る
社
会
医
学
的
セ
ン

ス
の
育
成
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。具
体
的

に
は
、市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
基
本
的
な
対
話

技
術
を
修
得
し
て
も
ら
っ
た
後
、医
学
生
と

彼
ら
と
の
医
療
面
接
を
試
行
し
ま
し
た
。さ

ら
に
今
年
度
以
降
は
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、育
成

を
市
民
レ
ベ
ル
で
支
援
発
展
さ
せ
ら
れ
る
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
も
、そ
の
役
割
を
明

確
に
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、病
院
入

り
口
で
の
患
者
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
各

種
患
者
団
体
の
本
人
、あ
る
い
は
家
族
を
交

え
て
の
対
話
な
ど
を
試
み
、新
た
な
授
業
形

態
を
見
い
出
し
て
い
き
ま
す
。
市
民
参
加
の

も
と
で
開
発
す
る
こ
の
臨
床
教
育
手
法
は「
市

民
に
信
頼
さ
れ
る
医
療
・
教
育
」
と
「
学
術
的

な
医
療
・
教
育
」
が
相
互
に
補
完
し
あ
え
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
し
た
、
21
世

紀
型
医
学
教
育
の
モ
デ
ル
と
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 IT技術を活用して、学生が好きな時間に予習復習ができ、
また特定の授業の評価ができる

新しい教育方法の推進、教育資源や人材の効率的活用、
教育内容の改善など教育全体の活性化につながる

多様な効果も期待できる、と出石教授

この教育方法は市民の立場から
医学教育に携わるアドバイザーを

養成することにもつながる、
と語る出石教授

市民ボランティアによる
模擬患者さんと学生の医療面接。
市民ボランティアは現在30人を数える 

医学部

各学部の特色ある教育

　
本
学
で
は
、全
学
的
な
教
育
支
援

シ
ス
テ
ム
の
開
発
が
進
行
中
で
す
が
、

医
学
部
で
は
医
学
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
特
殊
性
を
考
慮
し
た
シ
ス
テ
ム
の

確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
現
在
、学

生
の
自
学
自
習
の
習
慣
を
育
て
る
た

め
の
テ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
教
育
や
臨
床
能

力
評
価
法
と
し
て
の
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ（
客
観

的
臨
床
能
力
試
験
）が
導
入
さ
れ
て
い

ま
す
が
多
人
数
の
教
員
を
必
要
と
し
、

ま
た
医
学
部
の
授
業
は
統
合
型
が
主

体
と
な
り
複
数
の
講
座
の
教
員
が
そ

れ
ぞ
れ
複
数
の
科
目
の
教
育
を
担
当

し
て
い
る
た
め
個
々
の
授
業
評
価
に
は

多
大
な
労
力
が
費
や
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用

し
て
新
し
い
教
育
方
法
を
有
効
に
機

能
さ
せ
る
た
め
の
教
育
・
評
価
支
援
シ

ス
テ
ム
構
築
の
試
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
は
以
下
の
よ
う
な
も

の
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

○
シ
ラ
バ
ス
機
能
（
授
業
内
容
を

W
e
b
で
公
開
し
、学
生
が
好
き
な

時
間
に
予
習
復
習
が
で
き
る
）

○
質
疑
応
答
機
能（
課
題
や
臨
床
例
を

提
示
し
、そ
れ
に
つ
い
て
学
生
と
教

員
の
質
疑
応
答
が
で
き
る
）

○
臨
床
技
能
教
育
機
能（
臨
床
手
法
の

実
際
を
動
画
で
閲
覧
学
習
が
で
き
る
）

○
学
生
評
価
機
能（
速
や
か
な
成
績
集

計
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
で
き
る
）

○
授
業
評
価
機
能（
学
生
が
端
末
か
ら

特
定
の
授
業
の
評
価
が
で
き
る
）。

　
ま
た
、毎
年
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
や

数
年
ご
と
の
医
学
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

改
正
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
構

築
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、

こ
の
秋
か
ら
学
生
と
教
員
一
人
ひ
と
り

に
専
用
の
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
配
付
さ

れ
ま
す
。

ベンチャー起業論に関連するさまざまのイベントを実施す
るために行う、学生支援のための仕組み作りが主な目的。
9月に「理系研究室紹介」「対決」とインターン先企業の
CMを学生が企画・発表する「CM発表会」が行われた 
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若
い
時
期
に
外
国
の
言
語
や
文
化

に
親
し
む
こ
と
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
だ
け
で

な
く
、自
身
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

る
た
め
に
も
大
変
有
意
義
な
こ
と
で
す
。

し
か
し
自
習
用
Ｌ
Ｌ
な
ど
の
存
在
を

知
ら
な
い
学
生
も
多
く
、そ
の
こ
と
を

と
て
も
残
念
に
思
い
ま
す
。
と
に
か
く

セ
ン
タ
ー
や
施
設
に
来
て
い
た
だ
い
て

「
き
っ
か
け
」
を
作
っ
て
ほ
し
い
。
本
学

で
学
ぶ
留
学
生
た
ち
の「
日
本
語
」
も

あ
り
、た
と
え
ば
そ
の
留
学
生
た
ち
と

ふ
れ
あ
う
こ
と
で
留
学
へ
の「
き
っ
か
け
」

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
は
、そ
ん
な
「
き
っ
か
け
」
の
積
み

重
ね
だ
と
思
う
の
で
す
。
英
語
が
苦
手

で
も
、セ
ン
タ
ー
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
沿

え
ば
確
実
に
伸
び
ま
す
。そ
れ
も
大
き

な
「
き
っ
か
け
」
の
ひ
と
つ
な
の
で
す
。
 

　
世
界
が
狭
く
な
り
海
外
と
の
交
流

が
日
常
的
に
な
ろ
う
と
い
う
の
に
、留

学
を
志
望
す
る
学
生
の
数
は
、減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
若
い
感
性
を
持
っ

て
海
外
の
異
文
化
に
触
れ
る
こ
と
は

何
よ
り
も
ま
し
て
、貴
重
な
経
験
に
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
知
り
あ
っ
た
海
外
の

友
人
や
知
人
は
、大
き
な
財
産
に
も

な
る
で
し
ょ
う
。
自
分
の
殻
に
閉
じ
こ

も
ら
な
い
で
、も
っ
と
視
野
を
世
界
に

広
げ
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
の
セ
ン
タ
ー

が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
留
学
は
、信
頼
度
、

費
用
の
面
か
ら
も
、他
に
は
み
ら
れ
な

い
、好
条
件
を
備
え
て
い
る
と
自
負
し

て
い
ま
す
。

　
ま
ず
国
際
セ
ン
タ
ー
に
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
い
。
そ
こ
に
は
世
界
に
開
か
れ

た
門
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
門
を
通
っ
て

世
界
に
飛
び
出
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

せ
ん
か
。

就職・進路
支援センター

エクステンション
センター

入学
センター

共通教育
センター

国際
センター

言語教育研究
センター

言語教育研究センター

学生の皆さんの入学から卒業まで、さまざまな情報提供を基本に一人ひとりをサポートする6つのセンター。
教育体制の一環として整備しているこのセンターを毎号紹介しています。

第3回目は言語教育研究センターと国際センターです。

皆さんが将来を真剣に考えることができるように

外国語でコミュニケーション能力の向上を

国際センター
8号館2階 文系センター棟1階

海外研修や交換留学を目指す学生をバックアップ 

言語教育研究センター長
輪田 裕 人文学部教授

自分のモチベーションを高めてほしい

国際センター長
田中 俊宏 経済学部教授

皆さんへのメッセージ 自分の殻に閉じこもらないで

海
外
を
目
指
す
本
学
学
生
の
た
め
に 

目
的
別
に
分
か
れ
た
英
語
教
育

Ｌ
Ｌ
教
室
な
ど
施
設
の
充
実
も
魅
力

語
学
教
育
の
充
実
と

語
学
教
育
法
の
研
究

外
国
人
留
学
生
の
受
け
入
れ
や 

協
定
校
と
の
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も 

留
学
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

留
学
フ
ェ
ア
を

皆さんへのメッセージ

　
言
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
は
「
語
学
教
育
の
充
実
」

と
「
語
学
教
育
法
の
研
究
」
の
た
め
、２
０
０
１
年
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
目
的
別
ク
ラ
ス
を
設
定

し
た
英
語
の
ほ
か
、ド
イ
ツ
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
中
国
語
・

朝
鮮
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
ロ
シ
ア
語
の
ク
ラ
ス
を
設
け
、さ

ら
に
統
一
テ
キ
ス
ト
の
企
画
、独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や

メ
ソ
ッ
ド
の
開
発
、さ
ら
に
地
域
貢
献
を
目
指
し
、他
の

セ
ン
タ
ー
と
の
協
力
を
前
提
と
し
た
「
語
学
公
開
講

座
」
の
実
施
検
討
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動

の
幾
つ
か
を
具
体
的
に
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
２
０
０
２
年
か
ら
外
国
語
科
目（
共
通

教
育
科
目
）で
あ
る
英
語
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
徹
底
的
に

検
証
し
、新
た
な
制
度
「
目
的
別
ク
ラ
ス
選
択
制
」の
導

入
に
よ
る
英
語
教
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。１
年
次
に

開
講
す
る
英
語
の
必
修
科
目
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
」
に
４
ク
ラ
ス
、２
・
３
年
次
に
開
講
す
る
英
語

「
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
イ
ト
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」
に
３
ク
ラ

ス
を
設
定
し
ま
し
た
。１
年
次
生
に
は
入
学
前
に
セ
ン

タ
ー
か
ら
説
明
文
と
返
信
用
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
て
、受

講
し
た
い
と
思
う
希
望
ク
ラ
ス
の
順
位
を
返
送
し
て
も

ら
い
、セ
ン
タ
ー
に
て
ク
ラ
ス
分
け
を
行
い
ま
す
。

　
1
年
次
の
後
期
に
は
２
年
次
に
開
講
す
る
「
イ
ン

タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
イ
ト
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」
の
ク
ラ
ス
分
け

の
た
め
に
、プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
・
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
、受

講
し
た
い
ク
ラ
ス
の
希
望
を
加
味
し
な
が
ら
２
・
３
年

次
の
ク
ラ
ス
を
決
め
て
い
き
ま
す
。
各
ク
ラ
ス
の
内
容

に
つ
い
て
は
別
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
教
育
施
設
も
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

Ｌ
Ｌ
教
室
は
全
教
室
に
Ｔ
Ｒ
、Ｖ
Ｔ
Ｒ
、Ｌ
Ｄ
Ｐ
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
、

Ｏ
Ｈ
Ｃ
、学
生
用
の
モ
ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
等
を
備
え
て
い
ま
す
。

視
聴
覚
教
室
に
は
Ｌ
Ｌ
教
室
と
同
様
の
設
備
の
ほ
か
に
、

１
０
０
イ
ン
チ
の
ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
や
全
世
界
対

応
Ｖ
Ｔ
Ｒ（
外
国
製
の
ビ
デ
オ
が
見
ら
れ
る
ビ
デ
オ
デ
ッ

キ
）を
備
え
た
ブ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。ま
た
自
習
用
Ｌ
Ｌ

は
、全
学
生
に
開
放
さ
れ
て
お
り
、教
材
も
検
定
試
験
・

会
話
教
材
・
映
画
教
材
と
豊
富
に
揃
っ
て
い
ま
す
。
 

A814教室におけるＣＡＬＬの授業風景。
自分の理解に応じて何度でも反復学習
できる「オンデマンド性」がＣＡＬＬの最大
のメリットだ 

国際交流会館は、外国人留学生だけでなく日本人学生も
入居できる個室を完備している

 　
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大
化
、国
際
交
流
の

深
ま
り
の
中
、海
外
を
目
指
す
本
学
学
生
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
こ
と
を
大
き
な
目
的
と
し
て
、２
０
０
１
年
に

国
際
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。以
来
そ
の
活
動

は
、海
外
協
定
校
の
選
定
や
交
渉
、国
際
化
教
育
に

根
ざ
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
、協
定
校
と
の
合
同
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。３

年
前
に
１０
大
学
だ
っ
た
海
外
協
定
校
は
現
在
、１２
カ

国
２６
大
学
を
数
え
ま
す
。
 

　
交
換
留
学
を
目
指
す
学
生
へ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
活
動

の
ひ
と
つ
が
「
留
学
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
す
。こ
れ
は

外
国
人
教
員
に
よ
る
講
義
・
討
論
形
式
の
、「
現
代
ア

メ
リ
カ
社
会
問
題
I
・
II
」「
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
概
論
」
や
、交
換
留
学
に
向
け
語
学
力
向
上
を
目
指

す「
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
対
策
講
座
―
交
換
留
学
対
策
ク
ラ
ス
」

「
韓
国
語
を
伸
ば
そ
う（
中
級
以
上
）」
な
ど
の
科
目

が
、学
生
の
国
際
的
視
野
を
広
げ
、語
学
力
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
に
、無
料
で
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、毎
年
４
月
に
は
、海
外
の
協
定
校
で
の
海
外
研
修
、

交
換
留
学
お
よ
び
海
外
夏
期
英
語
研
修
な
ど
に
つ
い

て
の
説
明
会
「
留
学
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
過

去
に
参
加
し
た
学
生
か
ら
の
体
験
談
発
表
な
ど
が
あ

り
、毎
年
多
く
の
学
生
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
本
学
に
は
各
国
協
定
校
か
ら
の
交
換
留
学
生
を

は
じ
め
、学
位
の
取
得
を
目
的
と
し
た
外
国
人
留
学

生
な
ど
約
2
7
0
人
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。こ
の
留

学
生
の
サ
ポ
ー
ト
も
重
要
な
仕
事
で
す
。
国
際
セ
ン

タ
ー
で
は
、留
学
生
が
受
講
す
る
日
本
語
授
業
で
の

ア
シ
ス
タ
ン
ト
、入
学
時
に
日
本
語
が
不
慣
れ
な
の
で

わ
か
り
に
く
い
科
目
登
録
な
ど
の
手
続
き
を
援
助
す

る
チ
ュ
ー
タ
ー
、言
葉
や
生
活
習
慣
の
違
い
で
戸
惑
う

こ
と
の
多
い
留
学
生
活
で
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、日
本
で

の
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
希
望
す
る
学

生
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど
、

外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
支
援
活
動
を
行
う
本
学

生
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
国
際
交
流
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
チ
ー
ム（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）が
あ
り
ま
す
。ま
た
来
年
５
月
に

は
ル
ー
ヴ
ァ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学（
ベ
ル
ギ
ー
）、蔚
山

大
學
校（
韓
国
）と
の
3
大
学
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
、言
語
・
文
化
、政
治
、経
済
分
野
に
お
い
て
、

研
究
者
間
の
交
流
を
深
め
ま
す
。
 

言語教育研究センター・国際センター編

英語目的別クラス

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ（
Ｆ
Ｅ
）

イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
イ
ト
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ（
Ｉ
Ｅ
）

口頭でのコミュニケーションに必要な表現、トピック別
語彙、会話のルール、異文化間コミュニケーションの
知識から英語による議論や口頭発表の仕方まで学習。

特に社会的ニーズの高いＴＯＥＩＣ、ＴＯＥＦＬ、ＳＴＥＰ（英
検）の受験を念頭に、実践的なトレーニングを中心に
据えた授業を行う。

英語の4技能のうち特に「読む・聞く」の能力養成を目
指す。

高等学校での学習内容の復習を含み、大学で学習す
る「より高いレベルの英語」への橋渡し的な授業内容。

読解力と作文能力の２技能に重点。

ＴＯＥＩＣ、ＴＯＥＦＬ、ＳＴＥＰ（英検）のスコアアップを図る
とともに、実用的な英語の養成に努め、さらに英語の
背後にある文化を理解して広く国際社会に通用する
異文化コミュニケーション能力も養成。

ＣＡＬＬとは、「Computer Assisted Language Learning」
の略で従来の授業形態に加えて、いつでもどこでも学
習者個人の利便性に合わせて学習できるようにＣＤ－
ＲＯＭ教材を利用して、自分の理解度に応じて何度で
も反復練習しながら、指定された期日までに指定され
たパートを個人学習するという形態。

インタラクティブ英語

検定対策英語

リーディング＆リスニング

ベーシック英語

リーディング＆ライティング

検定対策英語

ＣＡＬＬ＆オーラルコミュニケーション

１年次生

2年次生
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ますます熾烈になる大学間競争 
その激流に呑み込まれないように

　
平
成
15
年
度
は
、城
南
区
梅
林
3
丁

目
の
土
地
購
入
、法
科
大
学
院
・
図
書
分

室
棟
新
築
工
事
の
完
成
、薬
学
部
棟
新

築
工
事
の
着
工
、さ
ら
に
福
岡
大
学
病
院

の
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
装
置
の
導
入
な

ど
、福
岡
大
学
発
展
の
基
盤
整
備
が
着

実
に
進
ん
で
い
る
と
い
え
ま
す
。
地
下
鉄

3
号
線
の
開
通
が
目
前
に
迫
る
な
ど
、確

か
な
追
い
風
も
吹
き
始
め
ま
し
た
。し
か

し
本
学
を
取
り
巻
く
状
況
は
決
し
て
楽

観
視
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
監
査
報
告
の
5
点
目
の
要
望
は「
大
学

の
改
革
に
つ
い
て
」
で
あ
り
、要
約
す
る
と

「
国
立
大
学
の
独
立
行
政
法
人
化
に
よ
り
、

大
学
改
革
は
国
立
・
私
立
の
区
別
な
く
行

わ
れ
、適
切
な
競
争
原
理
の
導
入
や
効
率

的
運
営
を
促
進
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

本
学
に
お
い
て
も
そ
の
波
に
乗
り
遅
れ
る

こ
と
な
く
、む
し
ろ
よ
り
速
い
ス
ピ
ー
ド
で

学
校
法
人
全
体
の
課
題
を
洗
い
出
し
、改

革
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
こ

と
で
す
。こ
の
提
案
に
つ
い
て
私
か
ら
付
け

加
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。学
長
以
下
、

す
べ
て
の
関
係
者
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大学改革の大きなトレンドの中で 
課題を洗い出し改革に取り組む。

■平成15年度資金収支計算書

■平成15年度に取得した主な施設・設備

科　　目 予　　算 決　　算

収　入　の　部

差　　異

・長期、短期の貸
付金の回収額。
・特定の目的のた
めに積み立てた
預金等を取り崩
した金額。

翌年度に入学予定の学
生生徒等から受け入れる
授業料や入学金などです。

収入として計上したが未
収となっているものや、前
受金収入として前年度ま
でに既に受け入れている
収入を差し引くことにより、
資金の収入額を調整する
ためのものです。

24,111,810

1,461,110

665,320

3,896,740

629,050

0

1,107,760�

23,884,960

943,420

5,335,730

20,715,220

△　10,186,900

11,984,210

84,548,430

24,545,742

1,446,280

818,737

4,017,163

878,286

6,103,489

1,038,249

24,627,407

2,271,807

5,971,304

39,302,533

△　11,243,939

13,621,211

113,398,269

433,932�

14,830

153,417�

120,423�

249,236�

6,103,489

69,511

742,447�

1,328,387�

635,574�

18,587,313�

1,057,039

1,637,001

28,849,839

支　出　の　部

土地、建物、構築
物などを取得する
ための支出です。

より良い教育研究
サービスを提供す
るために資金を積
み立てるための支
出です。

教育研究用の機器備品、
その他の機器備品、図
書などを取得するための
支出です。

支出として計上したが未
払となっているものや、前
払金支払支出として前年
度までに支払っている経
費を差し引くことにより、
資金の支出額を調整する
ためのものです。

30,161,920

17,807,520

1,906,480

138,370

430,930

4,271,460

1,967,630

5,015,500

13,834,010

（80,910）
714,090

△　　3,316,480

11,617,000

84,548,430

29,783,805

16,566,882

1,768,200�

138,144�

442,930�

2,699,327�

1,797,893

34,242,415�

14,258,813�

�

�

△　　3,436,199�

15,136,059

113,398,269

378,115�

1,240,638�

138,280

226�

12,000�

1,572,133

169,737�

29,226,915�

424,803

�

714,090�

119,719�

3,519,059�

28,849,839

(単位：千円）

(単位：千円）

科　　目 予　　算 決　　算

消　費　収　入　の　部

差　　異学生生徒等が納
める授業料や入
学金などのこと。
聴講料や補講料
も含みます。収入
（帰属収入）の
41.0%を占めます。

国や地方公共団
体などからの助成
金です。

福岡大学病院と
福岡大学筑紫病
院の医療収入です。

福岡大学が提供した教
育・研究等の対価として
受け取る収入で、負債と
ならない収入です。

良好な教育環境を維持
するための施設・設備等
の額であり、帰属収入から
差し引く金額です。

24,111,810

1,461,110

665,320

3,896,740

629,050

0

1,107,760

23,884,960

943,420

56,700,170

△　　5,509,440

51,190,730

24,545,742

1,446,280

936,977

4,017,163

878,286

85,474

1,038,249

24,627,407

2,272,805

59,848,383

△　　4,811,981

55,036,402

433,932

14,830

271,657�

120,423

249,236

85,474

69,511

742,447

1,329,385

3,148,213

697,459

3,845,672

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

科　　目 予　　算 決　　算

消　費　支　出　の　部

差　　異

教職員に支払わ
れる給与などのこ
とです。収入（帰
属収入）の50.1%
に相当します。

福岡大学が使っ
たお金または用役
に対して支出した
金額の合計です。

学生生徒等の教育研究
のために支出する経費で
す。

総務、人事、財務、経理
等の業務に要する経費、
教職員の福利厚生のた
めの経費などです。

30,280,320

21,334,340

2,122,470

（1,250,200）

（3,526,820）

（215,990）

0
（80,910）

（1,717,620）

（3,577,549）

（218,173）

29,986,139

20,155,357

2,012,237

　294,181

1,178,983

110,233

（467,420）

（50,729）

（2,183）

711,950

54,587,450

3,396,720

1,891,240

1,505,480

138,370

0

109,207

52,567,326

△　　2,469,076

3,697,929

6,167,005

138,144

166,242

226

166,242

109,207

711,950

2,020,124

2,112,720 7,281,057 5,168,337

平成 1 5年度  学校法人福岡大学収支決算について

(単位：千円）

(単位：千円）

（注）［予備費］は未使用額を表し、（　）内の金額は使用額を示す。

（注）［予備費］は未使用額を表し、（　）内の金額は使用額を示す。

■平成15年度消費収支計算書（決算規模598億円）

（決算規模1,134億円）

１． 消費収支においては、24.7億円の収入超過になりました。
２． 教育研究、医療、学生サービスの充実のための支出が、前年比4.9億円増加しました。
３． 基本金組入額を48億円計上しました。

収入の3本柱

●医療収入
●雑収入
●基本金組入額

↑ 一日平均収入単価の増加。
↑ 補償金の受入等による。
↓ 土地支出の未執行等による。

◎帰属収入合計は598億円となり、予算比31億円の増加、また
前年比で17億円の増加となりました。

注：↑･･･増加を示す　↓･･･減少を示す

（予算との比較）■消費収支決算の概要

（予算との比較）■資金収支決算の概要

帰属収入から基本金組入額を差し引いた550億円が消費
収入です。この額が消費支出に充てることのできる金額と
なりますが、平成15年度は526億円の消費支出となり、消
費収入と比較すると24.7億円の消費収入超過となりました。

帰属収入から消費支出を差し引いたものを帰属収支差額
といいます。平成15年度は73億円の帰属収入超過となり
ました。

（消費収入と消費支出）

（帰属収支差額）

■消費収入 ■消費支出

※各科目の構成比率は帰属収入を100％として表示しています。（平成15年度消費収支決算）

学生生徒等納付金

手 数 料

寄 付 金

補 助 金

資 産 運 用 収 入

資 産 売 却 差 額

事 業 収 入

医 療 収 入

雑 収 入

帰 属 収 入 合 計

基本金組入額合計

消費収入の部合計

学生生徒等納付金収入

手 数 料 収 入

寄 付 金 収 入

補 助 金 収 入

資 産 運 用 収 入

資 産 売 却 収 入

事 業 収 入

医 療 収 入

雑 収 入

前 受 金 収 入

そ の 他 の 収 入

資 金 収 入 調 整 勘 定

前年度繰越支払資金

収 入 の 部 合 計

人 件 費 支 出

教育研究経費支出

管 理 経 費 支 出

借入金等利息支出

借入金等返済支出

施 設 関 係 支 出

設 備 関 係 支 出

資 産 運 用 支 出

そ の 他 の 支 出

［ 予 備 費 ］

資金支出調整勘定

次年度繰越支払資金

支 出 の 部 合 計

［ 予 備 費 ］

消 費 支 出 の 部 合 計
当年度消費支出超過額
前年度繰越消費収入超過額
翌年度繰越消費収入超過額
翌年度繰越消費支出超過額

帰 属 収 支 差 額

人 件 費

教 育 研 究 経 費

管 理 経 費

借 入 金 等 利 息
資 産 処 分 差 額
徴 収 不 能 額

（退職給与引当金繰入額）

（減価償却額）

（減価償却額）

消費収入の部
財政基盤を強化するため、収入の
多様化を図りました。

●人件費
●教育研究経費

↓ 定昇、ベアの減少。
↓ 実験実習費、医療経費等の減少。

◎消費支出の合計は526億円となり、予算比20億円の減少、
また、前年比で2.2億円の減少となりました。

消費支出の部
学生の満足度を高める支出を行い
ました。

●雑収入
●その他の収入

↑補償金の受入等による。
↑固定資産から流動資産への資金移
　動による。

注：↑･･･増加を示す　↓･･･減少を示す

●資金収支決算の合計は1,134億円で、前年比207億円
の財政規模拡大となりました。この207億円の中には
経理上の振替が193億円含まれているので、実際の財
政規模拡大は193億円を差し引いた14億円となります。
●資金収支のてん末としての次年度繰越支払資金は

151億円で、前年比15億円の増加となりました。

（資金収支規模と次年度繰越支払資金）

収入の部

●施設関係支出
●資産運用支出

↓土地支出の未執行等による。
↑流動資産から固定資産への資金移
　動ほかによる。

支出の部

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異

学納金
41.0％

補助金6.7％

医療収入
41.2％

寄付金1.6％
手数料2.4％

資産運用収入1.5％

資産売却差額
0.1％

事業収入
1.7％

雑収入
3.8％

人件費
50.1％教育研究経費

33.7％
（医療経費15.7％を含む）

管理経費
3.4％

借入金等利息
0.2％

資産処分差額0.3％
徴収不能額0.2％ 基本金組入額8.0％

消費収入超過額4.1％

●施設・設備の名称および内容
＜設備関係＞機械器具

1.大気微粒子環境応答解析装置【理学部・教育装置】
2.物質のミクロ構造と機能の解析システム【理学部・教育装置】
3.運動動態解析装置【スポーツ科学部・教育装置】
4.福岡大学病院マルチスライスＣＴ装置

＜施設関係＞土地・建物・構築物

1.城南区梅林三丁目39番4号土地購入
2.法科大学院・図書分室棟新築工事（平成14・15年度継続事業）
3.薬学部棟新築工事（平成15・16年度継続事業）
4.理・工学部実験・実習室ほかクーラー取付工事

5.外環状道路工事に伴う高圧幹線ケーブルほか盛替工事
6.法科大学院・図書分室棟外溝工事
7.医学部・アニマルセンター地下タンク貯蔵所設置工事

△

△

△

△

△

△

一見無機的に見える数字の羅列が“あること”を雄弁に物語ることがあります。 
福岡大学決算の数字はその典型的な例です。 

今回は衛藤副学長から監査報告を説明していただきながら  
本学の現状と今後の在り方を語っていただきました。

■入学志願者の推移

入学志願者

指数

12年度

37,358人

91

13年度

39,591人

97

14年度

42,107人

103

15年度

43,248人

106

16年度

43,122人

105

■就職率の推移

男子

女子

全体

指数

11年度

77.7％

75.1％

76.8％

88

12年度

81.8％

76.9％

79.9％

92

13年度

83.7％

81.0％

82.6％

95

14年度

82.9％

78.5％

81.1％

93

15年度

85.2％

82.6％

84.1％

96

（注）文部科学省・厚生労働省調査の大学生就職内定率（各年2月1日現在）

男子

女子

全体

15年度

82.8

81.2

82.1

14年度

85.4

80.9

83.5

対前年比

▲2.6

＋0.3

▲1.4

■人件費比率の推移

福岡大学

全国平均

11年度

54.8

48.1

12年度

53.7

48.0

13年度

51.4

47.5

14年度

51.9

47.2

15年度

50.1

（注）全国平均…大学法人（医・歯他複数学部）比率

（単位：％）

（単位：％）

■両病院の消費支出比率の推移

福岡大学病院

同筑紫病院

11年度

101.8

103.4

12年度

99.8

98.8

13年度

100.8

96.3

14年度

103.1

96.9

15年度

98.2

96.4

（単位：％）

■運用資金・運用収入の推移

運用資金

運用収入

平均利率

11年度

690億円

5.0億円

0.71％

12年度

730億円

2.9億円

0.39％

13年度

794億円

3.7億円

0.46％

14年度

826億円

4.5億円

0.54％

15年度

885億円

7.3億円

0.82％

　入学志願者と就職率の推移について 　消費支出比率と人件費比率について

　福岡大学病院と福岡大学筑紫病院について

平成16年度の入学志願者数はセンター試験の受験者を加えると引き続きの堅調を維持しています。しかし
主力となる「一般入試」の志願者がここ3年の増加傾向から一変し前年に比べ2,470人の減少という厳し
い結果になりました。依然として続く18歳人口の減少は今後も変わりません。一般入試の志願者を安定的
に確保することは容易ではありませんが、試験日程や方法などの短期的な改善策だけではなく「魅力ある大
学づくり」といった中長期的な改革も含めて全学的な取り組みの一層の強化が必要です。

就職率については文部科学省調査に見られるように全国的には苦戦を強いられている中にあって本学は前
年比3ポイント上昇しました。各関係者の努力の成果です。中でも前年より大幅に就職率を上げている学部
についてみると就職に対する取り組みを従来より強化しています。就職・進路の成果は関係者はもとより入
学志願者や高校の指導教師にとっても関心が強い項目であり、引き続き各学部あげての努力をお願いした
いと思います。

消費支出比率や人件費比率など大学の財政状況を示す主要指数は、ここ数年の推移を見ると、各関係者の努力に
より着実に改善されています。ただ、今後18歳人口の更なる減少を展望すると、一段と高いレベルの財政基盤を確立
することが安定した大学経営につながることからも、効果的かつ効率的で、堅実な財政運営を要請したいと思います。

福岡大学病院と福岡大学筑紫病院については、医療をめぐる厳しい環境のなか、また福岡という全国有数
の激戦地にありながらよく健闘しており、15年度には福岡大学病院の収支の改善が目立っています。今後
も優秀な医療人材の育成と地域が期待する高度医療機関としての役割を果たすとともに、経営の安定化
についても引き続き努力していただきたいと思います。

超低金利下における資産運用としては相応の成果をあげており、努力の跡が十分うかがえますが、引き続き
健全先への運用に限るなど、リスク管理については十分な注意をお願いしたいと思います。
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■消費支出比率の推移

福岡大学

全国平均

11年度

93.8

93.4

12年度

91.4

92.5

13年度

87.6

93.6

14年度

90.8

94.8

15年度

87.8

（注）全国平均…大学法人（医・歯他複数学部）比率

（単位：％）

　資産運用収入について

1 2

3

4

　　

副学長 衛藤 卓也教授
（商学部）

学校法人 福岡大学
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※福岡大学公式ホームページでは、詳細な決算情報を公開していますのでご覧ください。

●純資産（資産総額から負債総額を差し引いたもの）は

●資産総額に占める純資産（自己資金）の割合は

●電話加入権等
●引当特定資産
●現金預金

 　1,525億円で、73億円の増加。

 　82.3％で、1.1ポイント上昇。
↓ 固定資産内部での資金移動による。
↑ 固定資産内部での資金移動等による。
↑ 次年度繰越支払資金の増加による。

注：↑･･･増加を示す　↓･･･減少を示す

（前年度決算との比較）■貸借対照表の概要

平成12年度から始まっている臨時的定員の返還により、今後は学納
金収入の増収は期待できません。また、補助金収入の逓減、低金利
による資産運用収入の減少、施設・設備費および教育研究経費の
増加等により収支の悪化が予想されます。これに対応するため、教
育研究および医療活動のあらゆる面で見直しを行い、経営の安定に
努めています。

［福岡大学を取り巻く環境］

次の4項目の経営指標で、今後一層の効果的、効率的な対応を要
望されました。
㈰入学志願者と就職率について
㈪財政状況について（消費支出比率・人件費比率・自己資金構成比率）
㈫福岡大学病院と福岡大学筑紫病院について
㈬資産運用収入について

［学校法人福岡大学監事からの報告および要望］

福岡大学の財政状態を次の2つの視点から見てみます。
㈰現有資産が自己資金によるものなのか負債によるものなのか。
㈪必要な資産を現時点で保有しているのかいないのか。
さらに、日本私立学校振興・共済事業団発行の「今日の私学財政」を基に、
医歯他複数学部大学法人平均との比較で評価を行いました。医歯他
複数学部大学法人平均と比較して、財政状態が良い場合は◎、同程
度の場合は△、悪い場合は×と表記しています。

㈰自己資金（基本金＋消費収支差額）の構成を指数化すると82.3
です。この指数は高いほど財政的に安定していると言われています。
（評価◎）
㈪消費収支差額がプラスなので、基本金相当の資産を保有し、かつ
負債相当の資産も保有しています。（評価◎）
㈫基本金には、将来の施設設備取得に備えての資金も9.4（第2号）
含まれています。（評価◎）

［福岡大学の財政状態］

資産の部 資産総額は66億円の増加。

負債の部 負債総額は7億円の減少。

●第1号基本金↑ 法科大学院・図書分室棟および薬学部棟新築に　 
係る組入れによる。

基本金の部 基本金総額は48億円の増加。

消費収支差額の部 翌年度繰越消費収入超過額は25億円
の増加。

科　　目 本年度末 前年度末

資 産 の 部

増　　減

学生生徒等に貸与してい
る奨学金の額のことです。

将来の特定の目的のため
に使用する資産のことです。

現金およびすぐに引き出す
ことのできる預貯金のこと
です。

決算日（3月31日）における
補助金などの未収額のこ
とです。

164,131,545�

85,002,108

15,742,136�

43,782,747�

3,071,810

0�

8,333,547�

57,920�

12,946,501

12,457�

1,054,990�

79,129,437�

19,425

1,200�

1,825,520�

3,813,969�

36,225

49,698�

73,383,400�

21,205,402�

15,136,059�

5,594,454�

48,957�

10,895�

7,442

337,823

69,772

185,336,947�

�

158,886,921�

84,311,298�

15,654,581�

43,879,931�

3,188,662�

0�

8,518,210�

63,386�

12,601,685�

19,061�

385,782

74,575,623�

6,075,765�

1,200�

1,853,772�

3,600,611

35,019�

49,698�

62,959,558�

19,828,676�

13,621,211�

5,732,775

53,154

17,289

3,463

329,483

71,301

178,715,597

5,244,624�

690,810�

87,555�

97,184

116,852�

0�

184,663

5,466�

344,816

6,604�

669,208

4,553,814

6,056,340

0�

28,252�

213,358�

1,206

0

10,423,842

1,376,726

1,514,848

138,321

4,197

6,394

3,979

8,340

1,529

6,621,350

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

(単位：千円）■貸借対照表（決算規模1,853億円）

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

土 地

建 物

構 築 物

造 作

教育研究用機器備品

その他の機器備品

図 書

車 輌

建 設 仮 勘 定

その他の固定資産

電 話 加 入 権 等

収 益 事 業 元 入 金

貸 付 金

貸 与 奨 学 金

出 資 金

差 入 保 証 金

引 当 特 定 資 産

流 動 資 産

現 金 預 金

未 収 入 金

材 料

貯 蔵 品

立 替 金

前 払 金

仮 払 金

資 産 の 部 合 計

科　　目 本年度末 前年度末

負 債 の 部

増　　減

科　　目 本年度末 前年度末 増　　減

資産から負債と基本金を
差し引いた額です。プラス
は収入超過（累積黒字）を、
マイナスは支出超過（累積
赤字）を表します。

22,426,331�

3,165,516

6,000�

19,254,815�

10,452,218�

411,843�

6,000�

3,107,057

6,080,498

845,900�

920�

32,878,549�

�

�

123,878,381�

17,318,750�

1,170,262�

3,924,000�

146,291,393�

�

�

�

�

�

�

�

6,167,005�

6,167,005�

�

185,336,947

22,635,840�

3,577,359�

6,000�

19,052,481�

10,902,416�

418,930�

30,000�

3,145,529

6,201,672�

1,105,258�

1,027�

33,538,256

120,091,932�

16,344,218�

1,170,262�

3,873,000�

141,479,412

�

�

�

�

�

�

3,697,929�

3,697,929�

�

178,715,597

209,509

411,843

0

202,334

450,198

7,087�

24,000�

38,472

121,174�

259,358�

107�

659,707

�

�

3,786,449�

974,532�

0�

51,000�

4,811,981

2,469,076�

2,469,076�

�

6,621,350

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

(単位：千円）

(単位：千円）

固 定 負 債

長 期 借 入 金

学 校 債

退 職 給 与 引 当 金

流 動 負 債

短 期 借 入 金

学 校 債

未 払 金

前 受 金

預 り 金

仮 受 金

負 債 の 部 合 計

第 1 号 基 本 金

第 2 号 基 本 金

第 3 号 基 本 金

第 4 号 基 本 金

基 本 金 の 部 合 計

翌年度繰越消費収入超過額

消費収支差額の部合計

平成15年度 学校法人福岡大学収支決算について

基 本 金 の 部

科　　目 本年度末 前年度末 増　　減

科　　目 本年度末 前年度末 増　　減

消 費 収 支 差 額 の 部

福岡大学の財政状態
を分かりやすく見るために、
それぞれを構成比で表
しました。

貸借対照表の構造

平成16年3月31日現在の財政状態

有形
固定資産

45.9

有形
固定資産

資産の部
負債の部、
基本金の部、

消費収支差額の部

資産の部
負債の部、
基本金の部、

消費収支差額の部

第1号
66.9

第2号9.4 第3号0.6
第4号2.1

消費収支差額3.3

前受金3.3

退職給与引当金
10.3

借入金等4.1

その他の
固定資産

42.7

その他の
固定資産

固定負債

流動資産
11.4

※資産=負債＋基本金＋消費収支差額

固
定
資
産

負
債

流動負債

基本金

基本金79.0

負債17.7

消費収支差額

流動資産

負債の部、基本金の部および
消費収支差額の部合計

校舎、寮、体育館などの建
物および建物附属設備（空
調など）の額のことです。

■
寄
付
申
込
状
況（
平
成
16
年
9
月
14
日
現
在
）

在 学 生 父 母

卒 　 業 　 生

法 　 　 　 人

理 　 事（ 学 外 ）

職員（退職者を含む）

その他（篤志家）

合 　 　 　 計

446

637

57

　 １

284

  3

1,428

（146）

（201）

（  11）

（    0）

（  67）

（    2）

（427）

（2,275,000）

（5,690,500）

（2,430,000）

（               0）

（3,395,000）

（     30,000）

（13,820,500）

 6,995,000

21,570,500

24,170,000

 1,000,000

25,580,000

   90,000

79,405,500

金　額（円）件　数区　分

一
、 

掲
載
は
、在
学
生
父
母
、卒
業
生
、法
人
、

理
事（
学
外
）、職
員（
退
職
者
を
含
む
）、

そ
の
他（
篤
志
家
）と
い
う
募
集
対
象
区

分
ご
と（
寄
付
申
込
金
の
多
い
順
、お
よ
び

ご
芳
名
は
五
十
音
順
）に
毎
号
数
頁
の
範

囲
で
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
な
お
、分
割
で
の
払
い
込
み
の
方
は
、期

間
内
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
金
額
の
み

を
掲
載（
ご
芳
名
の
上
部
に
※
印
）い
た

し
て
お
り
ま
す
。

一
、 

本
号
に
は
、平
成
十
六
年
五
月
二
十
一
日

か
ら
同
年
九
月
十
四
日
ま
で
の
寄
付
申

込
者
の
ご
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
　
な
お
、本
募
金
活
動
終
了
後
、最
終
寄

付
者
名
簿
を
作
成
し
、公
表
す
る
予
定

で
す
。

　
　
指
定
寄
付
金（
全
額
が
損
金
に
で
き
る

寄
付
金
）と
し
て
減
免
措
置
を
受
け
る
場

合
は
、日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業

団
に｢

受
配
者
指
定
寄
付
金｣

の
承
認
が

必
要
と
な
り
ま
す
が
、平
成
十
五
年
十
二

月
一
日
に
取
得
し
て
い
ま
す
。

　
　
な
お
、寄
付
申
込
書
の
ご
提
出
、お
よ

び
ご
寄
付
の
受
付
は
同
年
十
二
月
一
日
か

ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

■
掲
載
要
領

■
寄
付
金
の
減
免
措
置（
法
人
の
場
合
）

第5回

注．（　）内の数値は今回（第5回）分を示す。
薬学部棟（仮称）建設進行状況（9月現在）

　
福
岡
大
学
創
立
70
周
年
・
薬
学
部
開

設
45
周
年
記
念
薬
学
部
棟
建
設
募
金
の

趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
方
か

ら
、任
意
の
ご
寄
付
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

多
大
の
ご
協
力
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す

こ
と
に
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
に
、ご
寄
付
を
お
申
込
み
い
た
だ
き

ま
し
た
方
々
の
ご
芳
名
を
別
記
要
領
の

と
お
り
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、本
募
金
は
平
成
十
七
年
二
月

末
日
ま
で
実
施
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

福岡大学創立70周年・薬学部開設45周年記念
薬学部棟建設募金

福岡大学決算　　　レポート

返済期限が1年を超えて到
来する借入金のことです。

教育研究のために使用さ
れる機械設備等の額のこ
とです。

財産的な基盤を確保する
額のことです。福岡大学が
安定的かつ永続的に経営
していくために必要な額です。

15年度末に教職員全員が
退職した場合に支払われ
る退職金の見積額のこと
です。

返済期限が1年以内に到
来する借入金のことです。

第1号（施設・設備取得）
第2号（計画組入）
第3号（各種基金）
第4号（運転資金）

自己資金で購入した施設設備費の累計額
将来の施設設備取得のための積立金
奨学基金等として保持している金額
恒常的に保持すべき資金の額（1カ月分の運転資金）

翌年度に入学する学生生
徒等から受け入れた授業
料や入学金などのことです。
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井
口
　
紀
子

江
崎
　
廣
次

甲
斐
麻
美
子

金
子
　
忠
実

神
田
　
典
子

木
村
　
康
雄

古
賀
　
保
夫

杉
原
　
剛
介

友
田
　
政
陳

本
多
　
健
治

松
永
　
和
人

井
上
　
幹
夫

荻
野
　
雅
弘

黒
木
　
辰
男

黒
木
場
正
城

里
屋
　
眞
澄

白
川
　
光
一

杉
本
　
宏
二

林
　
　
賢
市

堀
下
　
憲
一

松
　
　
昭
夫

向
野
　
利
寛

山
手
　
慎
資

吉
松
　
年
昭

吉
村
　
賢
治

匿
　
　
　
名

篠
原
　
克
幸

阿
部
　
忠
雄

木
村
　
　
滋

佐
藤
　
朝
光

　
田
　
桂
一

田
中
　
　
彰

新
矢
　
時
寛

安
藝
　
初
美

池
田
　
浩
人

岡
部
　
　
史

小
野
　
和
彦

岩
本
　
隆
宏

上
野
　
輝
孝

浦
田
　
秀
則

白
日
　
高
歩

瀧
田
　
伸
吾

田
口
　
正
公

朝
長
　
正
道

中
村
　
敏
正

福
山
　
道
義

宮
谷
　
俊
胤

森
山
　
洋
治

匿
　
　
　
名

石
橋
　
貴
昭

江
崎
　
和
雄

久
留
主
唯
史

五
郎
丸
剛
志

斎
藤
　
　
亮

白
木
　
富
行

諏
訪
原
満
弓

常
安      

暢

花
野
　
豊
子

濱
田
　
　
浩

寳
来
　
和
巳

本
田
　
順
子

本
田
久
美
代

増
田
　
文
子

松
尾
　
惠
子

松
尾
　
博
義

松
谷
　
辰
彦

松
本
　
峯
子

丸
笹
　
信
彦

右
田
み
ど
り

水
町
　
博
子

宮
谷
　
由
香

師
井
　
祐
子

柳
沢
　
陽
子

山
内
　
陵
司

山
口
　
哲
平

山
田
　
恭
子

山
田
　
由
雅

山
本
　
芳
子

行
實
　
秀
喜

養
父
　
　
歩

横
井
　
浩
子

吉
武
　
正
弘

芳
野
　
京
子

和
田
　
三
恵

渡
辺
　
博
子

村
田
　
仁
史

神
村
　
英
利

中
村
　
　
優

阿
部
フ
ミ
子

田
川
　
義
展

中
島
　
　
学

河
井
田
研
朗

木
村
　
公
彦

木
村
　
　
恵

郷
原
登
茂
子

酒
井
　
恵
子

坂
上
美
弥
子

坂
口
　
裕
子

佐
々
木
明
子

佐
々
木
紀
彰

佐
野
　
和
憲

重
年
　
　
稔

島
内
　
明
子

白
水
　
誉
憲

秦
　
　
誠
治

神
保
　
雅
之

末
永
　
　
晃

菅
　
　
道
文

　
丘
み
ゆ
き

高
垣
　
祐
紀

瀧
川
　
寛
子

竹
内
　
利
恵

竹
乗
　
惠
子

多
田
　
　
了

田
中
　
道
子

谷
口
　
剛
介

田
原
　
祥
子

辻
　
　
嘉
章

筒
井
　
浩
陽

角
田
　
幸
子

藤
　
壽
美
子

豊
田
　
伸
昭

中
嶋
摩
理
子

中
屋
敷
三
貴
子

那
須
　
直
子

西
水
　
昭
夫

橋
口
扶
佐
子

早
川
　
和
秀

原
田
　
聡
子

原
田
　
致
誠

東
二
町
裕
子

藤
井
　
伸
成

二
又
　
靖
子

細
川
　
千
寿

後
藤
真
智
子

小
柳
　
恭
子

酒
井
久
美
子

田
村
　
和
彦

角
田
　
昌
彦

中
山
亜
抄
子

林
　
　
尚
文

林
田
　
顕
男

林
田
　
睦
子

東
原
　
史
典

山
口
　
晶
子

青
尾
　
直
也

青
木
　
和
子

赤
木
　
輝
子

赤
星
　
　
剛

天
　
　
祐
子

案
納
　
弘
子

壱
岐
　
泰
子

今
泉
ゆ
み
子

今
村
　
光
一

浦
上
　
秀
士

浦
本
　
康
子

小
倉
　
鞆
眞

柿
本
　
秀
樹

柿
山
る
み
子

掛
田
く
み
子

金
永
　
雅
博

河
野
　
俊
郎

河
野
　
　
文

河
邊
　
満
代

木
下
万
里
子

清
澤
栄
魅
子

清
長
　
　
實

窪
田
　
博
明

隈
部
　
潤
一

倉
重
　
優
子

藏
森
　
茂
樹

桑
原
　
聿
子

桑
原
　
保
介

諏
訪
　
敏
幸

豊
久
　
修
一

牧
野
百
合
子

吉
田
　
明
子

和
田
　
優
子

池
内
　
和
宏

井
上
　
大
介

井
樋
　
有
希

繪
柳
　
真
一

大
津
　
寿
子

木
下
ゆ
か
子

金
城
　
真
弓

小
島
由
佳
子

酒
井
　
喜
義

須
本
　
由
里

染
矢
　
　
徹

　
地
ヤ
エ
コ

田
中
　
貞
子

辻
村
　
充
志

中
野
　
恭
平

中
野
　
芳
明

仁
田
脇
清
司

花
田
も
と
子

藤
　
　
幸
雄

松
本
　
靖
子

松
本
　
禎
明

右
田
　
啓
介

三
輪
　
宏
樹

養
父
ふ
み
え

吉
田
　
浩
秋

脇
田
　
佳
幸

相
川
由
美
子

伊
津
野
裕
子

稲
田
　
健
一

稲
田
裕
美
子

勝
本
　
貴
子

草
野
　
　
都

木
村
　
増
男

近
藤
　
敦
子

近
藤
　
元
三

齊
田
　
　
勝

酒
井
　
俊
夫

貞
島
　
孝
光

貞
光
　
隆
徳

佐
藤
　
武
司

下
田
　
健
一

下
田
し
お
り

白
石
　
浩
一

宗
　
　
賀
子

高
丘
　
　
章

田
中
　
愼
二

谷
　
　
則
子

谷
岡
　
和
子

玉
浦
　
文
子

仲
上
　
一
成

中
野
美
智
信

西
　
　
壽
子

馬
場
　
雅
男

早
田
　
愛
子

原
田
　
郁
榮

平
馬
　
和
仁

福
田
　
和
子

藤
山
　
智
恵

古
市
　
三
郎

細
川
　
聰
子

牧
野
　
公
尚

松
田
　
英
二

門
司
　
啓
子

山
口
　
忠
敏

山
田
　
勝
士

横
山
　
裕
史

吉
田
　
　
徹

吉
田
　
　
康

吉
田
百
合
子

吉
水
　
久
純

安
仲
　
俊
範

安
本
　
直
子

山
口
　
善
行

山
崎
　
洋
子

山
村
　
　
治

横
山
　
仁
美

吉
田
　
直
樹

吉
永
　
龍
寿

吉
弘
　
　
勇

和
田
　
敬
二

小
川
　
充
生

北
原
　
敏
弘

田
中
　
久
士

峠
　
　
亮
二

東
　
　
和
夫

阿
部
　
博
子

有
松
　
徳
樹

生
田
　
　
敏

伊
藤
　
道
子

井
上
　
猛
雄

井
原
　
厚
子

岩
尾
　
優
子

上
村
　
節
子

江
藤
　
克
巳

江
藤
　
節
二

大
迫
　
芳
孝

郭
　
　
麗
碧

葛
城
己
美
子

香
月
　
真
幸

桂
林
秀
太
郎

加
藤
　
恵
子

金
丸
登
美
枝

川
　
　
正
敏

中
村
　
龍
文

西
園
　
喜
之

橋
本
　
昌
子

橋
本
　
義
弘

秦
　
　
博
子

羽
田
野
謙
一

花
田
　
健
司

羽
野
　
重
美

濱
　
　
良
一

林
　
　
輝
雄

原
田
　
正
明

久
富
　
政
彦

日
高
　
弘
義

平
野
　
直
樹

平
山
　
雄
三

福
留
　
章
一

福
原
　
隆
博

福
山
　
利
之

藤
川
　
節
子

藤
村
　
尚
賢

藤
原
賢
治
郎

古
舘
　
秀
邦

本
多
　
孝
平

本
間
　
利
嗣

松
尾
　
義
勝

松
口
　
信
行

松
田
　
浩
一

松
本
伊
佐
男

松
本
　
光
之

的
野
　
秀
行

水
田
　
郁
夫

水
野
　
渕
羽

水
町
　
信
行

御
立
　
義
和

道
宮
　
俊
信

宮
尾
　
文
法

村
地
紳
一
郎

最
上
　
徹
也

安
岡
　
和
孝

安
河
内
研
一

嘉
村
　
健
一

川
崎
　
　
清

川
谷
石
太
郎

河
野
　
明
廣

川
邉
　
和
夫

木
戸
　
正
行

草
場
　
勝
也

久
保
　
　
忍

久
保
田
　
修

合
志
　
英
典

小
迫
　
信
弘

小
林
　
善
親

境
　
　
康
雄

佐
々
木
　
茂

佐
藤
　
弘
之

佐
野
　
正
明

澤
　
由
美
子

篠
崎
　
　
巧

柴
田
　
正
久

下
高
原
芳
宏

城
島
　
　
武

白
窪
　
幸
一

陣
内
　
　
努

末
次
　
千
春

末
廣
　
尚
隆

副
島
　
芳
文

祖
川
憲
太
郎

大
楽
　
雅
史

高
田
　
　
寛

高
橋
　
正
司

田
久
保
勝
則

千
阪
　
善
弘

徳
留
勝
次
郎

徳
永
　
文
孝

冨
田
　
忠
治

永
倉
　
寛
己

中
嶋
　
楠
雄

中
島
　
俊
二

中
野
　
雅
彦

中
村
　
一
男

■
五
千
円

■
三
十
万
円

■
十
万
円

■
五
万
円

■
二
十
万
円

卒

業

生

■
四
万
円

■
三
万
円

■
二
万
円

■
一
万
円

■
三
十
万
円

■
二
十
万
円

■
十
五
万
円

■
十
万
円

■
五
百
円

■
九
万
円

■
八
万
円

■
六
万
円

■
五
万
円

■
四
万
円

■
三
万
円

■
二
万
円

■
二
万
円

■
一
万
円

■
一
万
円

■
五
千
円

そ
の
他
（
篤
志
家
）

職

員
（
退
職
者
を
含
む
）

様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

※※※※

※※※※※※※※※※

※※※※※※※
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キャンパスライフ

「薬草園で季節を感じるだけでも心が豊かになります」と語る 
阿部フミ子薬学部助教授 

薬草園で。阿部フミ子助教授と
大川雅史助手

キ
ャ
ン
パ
ス
を
歩
い
て
い
る
時
に 

ふ
と
目
に
と
ま
る
草
花
の
園
、
温
室
。 

な
ん
で
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
ん
だ
ろ
う
。 

な
ん
の
た
め
に
あ
る
ん
だ
ろ
う
。 

実
は
こ
れ
が
薬
学
部
の
薬
草
園
。 

あ
な
た
は
知
っ
て
い
ま
し
た
か
？ 

　
薬
草
園
は
薬
学
部
の
学
生
に
と
っ
て
「
生
薬
学
」
を
学
ぶ
た
め
の

大
切
な
施
設
。薬
草
に
実
際
に
触
れ
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
、本
学
薬
学
部
創
立
の
時
か
ら
現
在
の
場
所
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

も
う
１
カ
所
、キ
ャ
ン
パ
ス
の
上
の
方
に
あ
る
薬
草
園
は
、15
年
ほ
ど

前
に
薬
学
部
移
転
の
計
画
が
持
ち
上
が
り
、そ
れ
に
先
立
っ
て
薬
草

園
を
移
転
し
た
も
の
で
す
。
移
転
の
計
画
は
立
ち
消
え
に
な
り
ま
し

た
が
、完
成
し
て
い
た
薬
草
園
は
、そ
の
ま
ま
第
二
薬
草
園
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。２
つ
の
薬
草
園
に
植
え
ら
れ
た
薬
草

木
は
、約
７
０
０
種
。
数
年
前
の
調
査
で
す
か
ら
、現
在
は
も
う
少
し

増
え
て
い
る
で
し
ょ
う
。
長
年
、薬
学
部
の
岡
部
光
名
誉
教
授
、阿
部

フ
ミ
子
助
教
授
と
職
員
が
管
理
し
て
い
ま
し
た
が
、「
生
薬
学
」
教
室

に
大
川
雅
史
助
手
が
赴
任
し
て
以
来
、そ
の
質
量
は
ま
す
ま
す
充
実

し
て
い
ま
す
。大
川
助
手
は
「
薬
草
園
花
便
り
」
と
い
う
開
花
案
内
を

定
期
的
に
刊
行
し
、啓
蒙
に
努
め
て
い
ま
す
。「
薬
学
部
の
学
生
だ
け

で
な
く
、一
般
の
学
生
に
も
興
味
を
持
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
。

　
薬
草
園
へ
の
出
入
り
は
本
学
学
生
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
自
由
。事
前

に
申
し
出
が
あ
れ
ば
一
般
の
方
も
自
由
に
入
れ
ま
す
。「
健
康
志
向
が

強
ま
り
、薬
草
の
持
つ
効
能
が
改
め
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
薬
草
園

は
”リ
ア
ル
に
実
感
で
き
る
植
物
図
鑑“
。こ
ん
な
花
も
薬
用
な
ん
だ

と
い
う
意
外
な
発
見
も
あ
り
ま
す
。多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
」
と
阿
部
フ
ミ
子
助
教
授
。
春
に
は
ア
ン
ズ
・
ウ
メ
・
リ
ン

ゴ
、シ
ャ
ク
ヤ
ク
、ボ
タ
ン
。
夏
は
ス
イ
カ
ズ
ラ
、ワ
タ
。
秋
は
オ
ミ
ナ
エ

シ
、オ
ニ
ユ
リ
、冬
は
ツ
バ
キ
。
そ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
の
草
木
が
栽
培

さ
れ
て
い
る
薬
草
園
。
中
に
は
フ
ジ
バ
カ
マ
、ム
ラ
サ
キ
、ミ
シ
マ
サ
イ
コ

な
ど
の
希
少
種
や
、ソ
ラ
ヌ
ム
な
ど
福
岡
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
亜

熱
帯
植
物
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。サ
プ
リ
メ
ン
ト
や
ハ
ー
ブ
、ス
パ

イ
ス
や
フ
ル
ー
ツ
種
な
ど
も
豊
富
で
す
。
も
し
か
す
る
と
、キ
ャ
ン
パ
ス

で
い
ち
ば
ん
季
節
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
薬
草
園
か
も
。
実
学

は
も
ち
ろ
ん
、ハ
イ
キ
ン
グ
気
分
で
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

薬草園

ストロファンツス　＜用途＞強心薬イブキジャコウソウ　＜用途＞発汗・収れん

ウツボグサ　＜用途＞利尿・消炎ウツボグサ　＜用途＞利尿・消炎

カキドウシ　＜用途＞利尿・消炎

タンジン　＜用途＞活血・強壮タンジン　＜用途＞活血・強壮

ムラサキ　＜用途＞染料・解毒

トウキ　＜用途＞婦人薬

ムラサキイリス　＜用途＞健胃・去痰ホウノキ　＜用途＞収れん・健胃 ボタン　＜用途＞鎮痛・浄血

ミヤマオダマキ　＜用途＞鎮痛・消炎

シャクヤク　＜用途＞鎮痙・鎮痛シャクヤク　＜用途＞鎮痙・鎮痛 ニチニチソウ　＜用途＞白血病治療

薬 草 園
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学園のうれしいニュースや
トピックスを大公開！！

「有信会総会」開催、楠16本を福岡大学へ 
　6月19日、福岡市内のホテルにて本学卒業

生の同窓会組織である「有信会」の総会が開

催されました。支部長会、代議員総会、会員大

会の後に開かれた懇親会には約550人が参加、

井口有信会理事長により地下鉄開通に伴い

移転する正門のため、楠16本を贈呈する目録が

山下学長に渡されました。この楠による並木通

りは、本学の新しいシンボルとなるでしょう。改め

て「有信会」会員の皆さまに感謝申し上げます。

大学院学位記授与式を挙行
　平成16年度秋季の大学院学位記授与式が9月28日午前10時から本学本

館２階会議室で挙行され、学位取得者21人（修士学位1人、博士学位20人）

に学位記が授与されました。おめでとうございます。 

4人に「花嶋環境基金」の奨学金を交付
　工学部は、花嶋正孝名誉教

授（土木工学科、現社会デザイ

ン工学科）の在職中研究資金な

どをもとに設立した「花嶋環境基

金」の平成16年度奨学生4人に

対し、7月7日、工学部長による交

付式が行われました。栄誉に輝

いた皆さんの一層の勉励を期待

します。

「玉竜旗高校剣道大会」で、
 福大大濠高が優勝！ 
　7月27～29日、福岡市で開催された「玉竜旗高校剣道大会」男子の部で、附属

大濠高が11年ぶりに優勝の栄冠を手にしました。また大亀健太君（3年）と伊藤

基修君（3年）が優秀選手賞に輝きました。

「全日本学生ヨット個人選手権大会」で
2組のペアが優勝！ 
　9月3～5日に開催された「全日本学生ヨット個人選手権大会」で本学ヨット部

の前田弘樹君（商学部4年）と木村彰吾君（理学部2年）のペアが470級で、古

賀智彦君（商学部3年）と江口信雄君（商学部4年）のペアがスナイプ級でそれぞ

れ優勝を果たしました。

生活上のトラブル法律
なんでも相談会
　多重債務、交通事故、ケガ・病気の補償、アルバイト先でのトラブル、
ストーカーの対策など生活上の問題や悩みから、創業・起業の法律
的相談まで親身に応じる「生活上のトラブル法律なんでも相談会」
が発足しました。会の構成員は弁護士・公認会計士・税理士など専
門職種で活躍する卒業生が中心。先輩が親身になって相談に応じ
ます。まずは下記の受付窓口へご連絡を。相談日時・場所は別途個
別にお知らせします。もちろん相談内容については秘密を厳守します。 

福岡大学校友室（60周年記念館4階）

協力：有限責任中間法人 福岡経営法務研究会

サッカー部「第84回天皇杯
全日本サッカー選手権」へ！
　サッカー部は9月5日に行われた予選で、田代有三君（スポーツ科学部4年）が

決勝ゴールを決め「第84回天皇杯全日本サッカー選手権」への出場を手にしまし

た。なお、9月26日に行われた2回戦でFC琉球と対戦し、0-1で惜敗しました。

「世界大学レスリング選手権大会」で
 世良桃子さんが優勝！
　6月5日にポーランドのウッジで開催された「世界大学レスリング選手権大会」で、

女子48ｋｇ級の世良桃子さん（スポーツ科学部4年）が見事に優勝を飾りました。

「第10回世界ジュニア
 陸上競技選手権大会」に
 田邉剛君が出場！
　日本ジュニア陸上競技選手権大会の男子400ｍハードルで優勝した田邉剛君

（スポーツ科学部1年）が、7月13日からイタリア・グロッセートで開催された「世

界ジュニア陸上競技選手権大会」に日本代表として出場しました。

「地域と大学との懇話会」開催「産学官連携講演会」開催 
　7月5日、本学文系センター棟4階会議室にて「産学官連携講演会」が開

催されました。（財）全日本地域研究交流協会評議員齋藤省吾氏による講演

のテーマは「大学の知の社会貢献」。（財）福岡県産業・科学技術振興財団

の新産業創出等のための人材育成事業と地域研究開発促進拠点支援事

業の実施経験をもとにした、齋藤氏の大学の知を技術移転する論に、参加者

は熱心に聞き入っていました。 

正門・アプローチ整備工事、始まる
　地下鉄開通に伴う本学正門・

アプローチ整備工事の安全祈願

祭が、9月13日にプール西側の建

設現場で行われました。式には山

下学長ほか工事関係者などが出席、

工事の安全を祈願しました。竣工

は平成17年1月24日の予定です。 

法律研究部「模擬裁判劇」公演
　学術文化部会法律研究部は、７月２日有朋会館３階大ホールにて模擬裁判劇「ス

トーカー」を公演しました。同部では毎年、模擬裁判劇を公演し、身近で起きている問

題を法的にどう捉え、解決すべきかを考えています。テーマに選んだ法的問題を裁判

劇というスタイルで社会に強く訴えるものです。 

水泳男子200ｍメドレーリレーで
日本新記録！
　７月10日に福岡市で行われた水泳の福岡県選手権で、男子200ｍメドレーリレーに

出場した本学水泳部が1分42秒09の日本新記録を樹立しました。メンバーは全員、ス

ポーツ科学部で山野井健太君（4年）、平泉俊晴君（2年）、北本拓也君（2年）、竹内

直希君（4年）の4人。素晴らしい快挙に拍手！ 

「第49回桂宮杯全日本学生水上スキー選手権大会」

女子総合優勝 男子総合準優勝！ 
　８月20～22日に開催された「第49回桂宮杯全日本学生水上スキー選手権大会」で、

本学モーターボート部水上スキーチームは団体総合で女子は優勝、男子は準優勝を

飾りました。また、山本雄一君（商学部4年）と三苫秀美さん（スポーツ科学部2年）が

ユニバーシアード世界大会の出場権を獲得しました。

みなさんの悩みや相談に、
各分野のプロである卒業生が応じます！ 

　7月2日、第5回「地域と大学との懇話会」が本学文系センター棟2階会議室にて

開催されました。懇話会は山下学長をはじめとする本学関係者と、長尾・片江など大

学周辺五地区の代表者等が出席。本学側から学術文化の地域への発信として総

合学術機関誌の発刊、市民カレッジ等の講座などについて説明がありました。また、

大学正門の移転工事、大学格付け取得について報告がありました。その後、地域の

方々に大学施設の利用を大いに歓迎

する旨の発言や、また学内行事への

参加、地域行事への学生の参加につ

いて活発な意見交換を行いました。本

学は、地域との連携を強化していくこ

とが、大学の価値を高めていくものと

考えています。これからも地域との連

携強化を図っていきます。

相談受付窓口

092-871-6631（内線2040）

無
料

山下学長へ優勝の報告

手前左から北村雄二君（土木工学科3年）、宗佳
弘君（同3年）、汐月雅史君（同4年）、郡山武君
（大学院・建設工学専攻2年）



利用したもん勝ち！

有朋会館

A棟

編
集
後
記

印刷 凸版印刷株式会社

福岡大学生としての貴重な日々を 
よりかけがえのないものにする施設です。

■A棟
本学創立60周年を記念して建設。大小57の教室には一
度に約5,500人を収容できます。ロビー・ラウンジなど語ら
いのスペースも。地階にはエクステンションセンターと商学
部事務室が設置されています。   

■有朋会館
ラウンジ・研究会室・大ホール・音楽練習室・邦楽練習室・
日本間・アトリエ・フォトスタジオなどを備えた課外文化活動
のメッカ。ここでの活動がいちばんの思い出というＯＢ・
ＯＧも多いようです。
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今
年
の
夏
は
暑
か
っ
た
。連
日
の
猛
暑
と
ア
テ
ネ
五
輪
。４
年
に
一
度

と
は
い
え
、日
本
、い
や
世
界
中
が
煮
え
た
ぎ
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

　
O
B
の
佐
藤
麻
衣
子
氏
へ
の
取
材
を
決
定
し
た
時
、恥
ず
か
し
い
話
、

ア
テ
ネ
五
輪
出
場
を
知
ら
な
か
っ
た
。取
材
の
準
備
を
進
め
る
う
ち
に

五
輪
出
場
を
知
り
、「
忙
し
い
身
で
、取
材
に
応
じ
て
も
ら
え
る
か
?
」

と
い
う
不
安
が
横
切
っ
た
。こ
の
頃
、彼
女
は
海
外
遠
征
中
で
連
絡
が
取

れ
ず
、勤
務
先
の
中
部
ガ
ス（
株
）へ
相
談
し
た
と
こ
ろ
丁
寧
な
対
応
で
、

帰
国
後
す
ぐ
に
取
材
す
る
こ
と
が
で
き
、心
配
は
杞
憂
に
終
わ
っ
た
。

　
佐
藤
氏
の
潮
焼
け
し
た
終
始
や
さ
し
い
笑
顔
で
の
熱
き
想
い
に
、

今
ま
で
の
疲
れ
は
吹
き
飛
ん
だ
。惜
し
く
も
今
大
会
で
の
メ
ダ
ル
に

は
届
か
ず
、暑
い
夏
は
過
ぎ
た
が
、海
外
経
験
も
豊
富
な
彼
女
に
、

2
万
人
の
後
輩
と
20
万
人
の
先
輩
の
エ
ー
ル
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
変

わ
り
は
な
い
。

　
佐
藤
氏
は
シ
ド
ニ
ー
に
続
く
二
度
目

の
五
輪
出
場
、中
部
ガ
ス（
株
）は
明
治

42
年
創
立
、名
古
屋
証
券
取
引
市
場

第
二
部
上
場
の
企
業
。両
者
の
驕
り
の

な
い
優
し
さ
に
、「
実
る
ほ
ど
頭
を
垂
れ

る
稲
穂
」
を
感
じ
た
。
秋
は
収
穫
の
季

節
。
F
D
も
二
度
目
の
秋
を
迎
え
、こ

れ
ま
で
に
蒔
い
た
種
が
、も
っ
と
皆
さ
ん

へ
の
思
い
や
り
の
実
と
な
り
、穂
と
な
る

よ
う
、心
を
躍
ら
せ
て
い
る
。

福
岡
大
学
 
広
報
課

福大生の心と体をサポートする
2つのセンター

〒814-0180　福岡市城南区七隈八丁目19-1  TEL092-871-6631（代）
http://www.fukuoka-u.ac.jp/

編集・発行　福岡大学広報委員会

ＨＤセンターをあなたの心のオアシスに

　勉学の目標が見つからない、授業がよくわ
からない、友人・異性とうまく付き合えない、何
もする気がしない、生き方・将来に関すること
で悩んでいる。そんな悩みを持つ皆さんとじっ
くり話し合い、できる限りのアドバイスをするこ
とで、次のステップへの「道しるべ」を共に探
すことが私たちの努めだと思っています。不
安や悩みは一人で抱えていると、どんどん大
きくなるものです。自分の気持ちを話すことで
大きな荷物を少しでも軽くしてください。たと
え相談ごとがなくてもフリースペースでくつろ
ぐことができます。どうぞ気軽に立ち寄ってく
ださい。ここは「心のオアシス」なんです。

学生一人ひとりの健康状態を把握して 

健康管理センター診療所長　
浅野　喬教授
（福岡大学病院） 

　大学側が一人ひとりの健康状態を把握する。当た
り前のことのようですが、これはなかなか難しい。特に
福岡大学のようなスケールの総合大学では至難のこ
とです。本学でその体制ができつつあるのは誇らしい
ことですし、そのメリットも多くあります。たとえば健康診
断で集まったデータは肥満対策の有効な資料になっ
ています。これからは、障害のある学生などの生活相
談やサポートも進めていく予定です。診療所としての
機能もさらに充実させなくてはなりません。それから学
生諸君は健康診断を毎年必ず受けてほしい。誰のた
めでもない、なにより自分のためなのですから。 

来年度以降、高校からの個人診断
書が大学に送付されなくなる予定だ。
それだけに学生一人ひとりの健康
状態を把握するセンターの役割はま
すます大きくなるだろう。皆さんも健
康診断は必ず受けてほしい

佐藤麻衣子氏を取材するFD編集スタッフ

　
修
学
、就
職
、対
人
関
係
、精
神
の
不
安
定
…
。

ヒ
ュ
ー
マ
ン
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー（
Ｈ
Ｄ

セ
ン
タ
ー
）は
、学
生
の
皆
さ
ん
の
感
受
性
の
鋭

い
時
期
に
あ
り
が
ち
な
心
の
悩
み
や
不
安
を
専

門
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
親
身
に
な
っ
て
受
け
止
め
、

じ
っ
く
り
と
つ
き
あ
い
、バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
心
の

成
長
を
側
面
か
ら
支
援
す
る
も
の
で
、自
ら
成

長
し
よ
う
と
す
る
人（to 

help 
people 

to 

im
prove

（develop

）them
selves

）の
手
助

け
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
セ
ン
タ
ー
に
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
予
約
受
付
の

た
め
の
職
員
と
5
人
の
専
門
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
、

最
初
に
相
談
を
受
け
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
を
選
定
す
る
イ
ン
テ
ー
カ
ー
と
い
う
専

門
ス
タ
ッ
フ
が
お
り
、月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
毎
日

皆
さ
ん
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
電
話

予
約
し
て
か
ら
の
来
談
が
原
則
で
す
が
、電
話

や
手
紙
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま

た
学
生
か
ら
の
直
接
相
談
の
ほ
か
、ご
父
母
の

皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。も
ち

ろ
ん
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
は
、細
心
の
注
意

を
払
っ
て
い
ま
す
。カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
マ
ン
ツ
ー

マ
ン
の
個
人
相
談
と
、学
生
数
人
と
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
す
。な
お
、

相
談
の
費
用
は
一
切
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、「
な
り
た
い
自
分
探
し
」「
対
人
関
係
」

「
心
と
体
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
セ
ン
タ
ー
主

催
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
全
学
生
を
対
象
に
し
た
毎
年
4
〜
6
月
の

定
期
健
康
診
断
で
、福
大
生
な
ら
一
度
は
行
っ

た
こ
と
の
あ
る
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
。

1
9
6
8
年
に
開
設
さ
れ
た
伝
統
あ
る
セ
ン

タ
ー
で
す
。そ
の
役
割
は
健
康
診
断
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
専
門
医
の
紹
介
や
、健
康
に
関

し
て
不
安
な
事
柄
や
体
調
不
良
な
ど
に
つ
い
て

の
相
談
に
応
じ
る
「
健
康
相
談
」
、学
内
ま
た

は
通
学
中
に
具
合
が
悪
く
な
っ
た
り
、ケ
ガ
を

し
た
場
合
に
は
投
薬
や
消
毒
な
ど
を
行
う
「
応

急
処
置
」（
商
学
部
第
二
部
の
学
生
に
つ
い
て

は
、Ａ
棟
事
務
室
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
）、さ

ら
に
最
近
増
加
し
て
い
る
太
り
す
ぎ
―
―
「
肥

満
対
策
」
も
、運
動
療
法
と
栄
養
指
導
を
医
師
、

看
護
師
、病
院
管
理
栄
養
士
、運
動
生
理
学

教
員
な
ど
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、肥
満
者
を
対
象
に
し
た
「
ス
リ
ム
教
室
」

も
開
催
し
て
い
ま
す
。
 

　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
そ
れ
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
生
は
も
ち
ろ
ん
一
般
の
方

の
外
来
も
受
け
付
け
る
「
診
療
所
」
も
開
設
し

て
い
ま
す
。
特
に
、糖
尿
病
・
内
分
泌
が
専
門
の

診
療
所
で
す
。こ
れ
は
福
岡
大
学
の
地
域
貢

献
の
一
環
と
し
て
2
0
0
1
年
か
ら
開
設
し

た
も
の
で
糖
尿
病
を
専
門
と
し
た
「
町
の
行
き

つ
け
の
病
院
」
的
な
側
面
を
持
っ
て
い
ま
す
。大

学
の
構
内
に
こ
の
よ
う
な
施
設
を
有
す
る
の
は

全
国
的
に
も
珍
し
い
よ
う
で
す
。も
ち
ろ
ん「
福

岡
大
学
病
院
」が
こ
の
施
設
を
強
く
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
ま
す
。
 

インテーカー＆カウンセラー　

妹尾　奈津子 先生（右側） 

カウンセラー

屋宮　公子 先生（左側） 

皆
さ
ん
の
健
康
診
断
・

健
康
相
談
や
肥
満
対
策
か
ら
、

一
般
内
科
診
療
ま
で

専
門
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が

皆
さ
ん
の
揺
れ
る
心
を
支
え
、

親
身
に
相
談
に
の
り
ま
す

カウンセラー室、フリースペースなどの施
設が整ったＨＤセンター。中には室内ス
ポーツ（卓球）を楽しめるスペースもある。
「夢をつかむ・自分を探す・人とふれあう」
ことがセンターの大きなテーマだ 

この部屋でマンツーマンの
個人相談が受けられる

親しみやすい雰囲気の診察室

テレビ（BS付き）、ビデオ、ＣＤラジカセ、本などが揃ったフリースペース カウンセラー室 センター入り口

一般の方の外来も受け付ける待合室 
待合室には肥満や
糖尿病指導のための

外食フードモデルも置かれている

センター正面玄関

缶
コーヒー 102

kcal
チョコレート
  スナック

202
kcal

ポテト
チップス

504
kcal

ホット
ドック

480
kcal




